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I第十項にの入が法を又にー下一転散う公す限よを託 I 
ャ十項と二下れ当人ーは掲贈こ第を引ー益るるる加法第 四 三
四ーし第にた該等贈当げ与の十受継に信公ー解え第四る該の項 法十 に課にする す係由通 の第所二
項を‘十一 贈又与該るし項六け法ニ託益に慇‘五十当所同に国律三前つす規る場前る-又則前計ー得
をー同七第に与は等信者‘に璽‘人解の事ー 同十条該得号お等第条号いる定受合項゜のは法項算項等
同第条項ー改を当の託に又お 又笠散受務移を条六第所税にいに二第にて同す託に後 規公の後上にの
条十第一項め受該日財該はいには 引託へ転加第条五得の規て対条ー規‘項る者お段 定益規段益規非
第二十を第‘け公そ産当類て→当と継者次しえ七第項税納定ーし第項定連後個＾いの に信定の金定課
十項八 ー同た益のとす似—‘該い法が項よ二項二各の税す主て一のす帯段人以て規
—し

よ託の規のす慇
ハ 項面号条二信他するの引第公う人第及2以中項号納地る宰財項規る納のと下‘定 りに適定額る l 
項にを十に第を託 る者公継一益こは—び 下ーの中税又連受産第定所付財みこ当の 読関用のに贈の
と改同九掲九ーのに日で益法項信竺一項第をこに規ー地は帯託を一の得の産なの該適 みすに適算与規
しめ条項げ項引受→＾あ事人二託 を第十 のよ定第ー当納者寄号適税責にし項公用 舞るつ用入又定I
‘‘第ーる中継託贈以る務ーをのに—ーニ涵項るに十と該付一附＾用をめ係て‘益を ぇ法いをさはに
同同＝に者一法者与下もをとー信→他玩項転に解よ六す連のとし定に主にる同第信受 て律て受れ遣よI
条項十改で第人 のこのそい‘託解の「にしお散る項る帯責いた義つ宰任所項十託け 適へはけた贈るし
第を項めあー等政日のにのう第財散公貞お‘い-合一゜受任う場-い受ず得後一のる 用令‘た場を所
十同と‘つ項が下以項限目一ー産引益，い又ての併を 託にこ合にて託る税段項受公こ け す和同公合受得
＝条し同て 当こ整にる的を項と継法 ては 下を 者係以の規は者゜にの及託益る る六法益にけ税
項第‘項こを該の おことー第し法人 類嘉に除冨 がる外譲定‘以 つ規び者法 信年第法おた＾
中十同をを一贈項をいのす第一 者一て人等ク公似散~<十 当所の渡す同外 い定第が人 託法七人け同当
一八条同加第与r て信る一号受が又-益の引及こ八 該得受所る項の てを十二等 法律条等る項該
第項第条えーを五砿一託公項ーけそは該事公継び一璽 公税託得公中受 は適二以が 第第のへ当に所
十と十第‘項受い与贈財益第に入の当当堕益法信を 益の者等益一託 ‘用項上第 五 二第該規得
ーし七二同第けて等与産信一⇒れ移該す 信人託 ‘F 偏徴＾の信国者 当すにあ一 十 第一所定税
I璽‘項十条一‘ーの等と託号同た転公ると託一法面成 託収以非託税か 該るおる項 六I 同を二璽竺又引日のし＾ iこ条ーを益者 一項得すに

怠吾で
いにと第産め のー下課ののら 主゜いと第 条号項第税る係

を条同項ー は継以日よそ掲第に又イ う関い五等‘ 主とこ税租徴徴 宰こてきーロあ ー 第-及二を公る
＇ー第条と十に当法後-うのげ十改け託 こすう十を同 宰ゴの-税懇収 受のーは号 一第び号除益同
第十第し項改該人ーとー公る七めたのるをる一六一条 受そ項に特 す 託場主‘に 項三第にく法項
十五十‘中め公等にいに益者号‘一受もそ法を条及第 託のに規別とる 者合宰当規 に十—掲こ人の

扇塁盈塁面同戸可3扇闘贔；旦を誓翌げ悶祠門]盃 喜贋喜皐閂喜悶 仇信賃慧皐 塁こ悶iこ喜誓I
ー同と第十魯託い継巴与のるー第砿で限的ニー項法中 あのてる法のに のい者益る す第ー者す各の
に条し十八 のう法-の受ー同八散以ると条項第人一 つ納一主第はお 受て←信公 る三事 Fる事価
改第‘ 十 下 連
同九項 信こ人ヽ日託に条項引 I2す第第四又‘ た税 宰四ーけ 託‘と託益 特項自頑°業額め十条項ー項託はは一の者‘第中継←のる一一号は 帯と地 受十公る 者当いの信 定＾こる 年が

｀第をを門財ー'-が砿二 法腐履公項号にー靡 しー受託条益国 は該う信託 終信とこ 度当
十同ー公産にをのを第与十丞人r託益第に掲のー た畠誓者第信税 ‘主こ託の 了託あに の該

！項と-条第益と‘ ーし号十等ミ財信一掲げ下の 場 ー＾四託通 そ宰を事受 事法る対 所財
をしノ‘第二法し司面日耐項よー四がお産託喜げるに下 ムると以項に則 の受前務託 由ののす 得産

旦詞悶口；胃悶｀嘉鬼2に璽そ旦と＾ iこる事マに 旦乳い下第関法 所託項を者 ど適はる ののI
言
ー のーしそ規者由」 お うこ＝す第 得者後主で
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き
i

十
五
項
と
し
、
同
条
第
十
二
項
中
「
引
継
法
人
」
を
「
引
継
法
人
等
」
に
、
「
（
当
該
当
初
法
人
が
当
該
陥
与
に
つ

同
項
に
規
定
す
る
書
類
を
当
該
贈
与
の
日
」
を
「
又
は
同
項
に
規
定
す
る
引
継
財
産
を
同
項
に
規
定
す
る
公
益
信
託
一

の
信
託
財
産
と
し
て
受
け
入
れ
た
場
合
（
当
該
当
初
法
人
が
当
該
贈
与
又
は
当
該
信
託
財
産
と
す
る
こ
と
に
つ
き
同
一

項
に
規
定
す
る
書
類
を
同
項
に
規
定
す
る
贈
与
等
の
日
]
に
‘
「
及
び
第
十
項
」
を
「
、
第
十
項
」
に
面
限
る
こ
に
」
一

を
「
限
る
。
）
及
び
第
十
一
項
に
規
定
す
る
引
継
受
託
者
が
同
項
に
規
定
す
る
当
初
受
迂
者
か
ら
任
務
終
了
事
由
等
に
一

よ
り
同
項
に
規
定
す
る
財
産
等
の
移
転
を
受
け
た
場
合
（
当
該
当
初
受
託
者
が
当
該
移
転
に
つ
き
同
項
に
規
定
す
る
一

書
類
を
同
項
に
規
定
す
る
認
可
又
は
届
出
の
日
の
前
日
ま
で
に
提
出
し
な
か
っ
た
場
合
に
限
る
。
）
に
」
に
、
「
受
け
た
一

場
合
に
」
を
「
受
け
た
場
合
又
は
当
該
引
継
財
産
を
当
該
公
益
信
託
の
信
託
財
産
と
し
て
受
け
入
れ
た
場
合
に
」
に
一

改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
中
「
合
併
に
」
を
「
同
項
に
規
定
す
る
合
併
に
」
に
改
め
、
一

同
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

11

特
定
贈
与
等
を
受
け
た
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
公
益
信
託
の
受
託
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
当
初
受
一

託
者
」
と
い
う
。
）
が
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
由
（
当
該
事
由
に
よ
り
第
一
項
後
段
の
承
認
を
取
り
消
す
こ
と
が
一

で
き
る
場
合
（
当
該
特
定
贈
与
等
を
し
た
者
の
所
得
に
係
る
所
得
税
の
負
担
を
不
当
に
減
少
さ
せ
る
結
果
と
な
る
一

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
当
該
承
認
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
場
合
と
し
て
政
令
で
定
め
る
一

場
合
に
限
る
。
）
の
当
該
事
由
を
除
く
。
第
十
四
項
に
お
い
て
「
任
務
終
¢
J
事
由
等
一
と
い
う
。
）
に
よ
り
当
該
当
初
i

受
託
者
に
係
る
第
三
項
に
規
定
す
る
財
産
等
を
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
由
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
者
一

（
公
益
信
託
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
新
受
託
者
（
第
一
号
に
お
い
て
「
新
受
託
者
」
と
い
一

う
。
）
の
選
任
若
し
く
は
同
法
第
七
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
に
つ
き
同
法
第
ト
ニ
条
第
一
項
の
認
旦

を
受
け
、
又
は
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
新
受
託
者
の
選
任
に
つ
き
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
一

出
が
さ
れ
た
当
該
公
益
信
託
の
受
託
者
（
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
者
に
限
る
。
）
に
該
当
す
る
も
i

の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
引
継
受
託
者
」
と
い
う
。
）
に
移
転
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
一

認
可
又
は
届
出
の
日
の
前
日
ま
で
に
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
認
可
又
は
届
出
の

H
そ
の
他
の
財
一

務
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
、
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
を
経
由
し
て
国
税
庁
長
官
に
提
出
し
た
一

と
き
は
、
当
該
認
可
又
は
届
出
の
日
以
後
は
、
当
該
引
継
受
託
者
は
当
該
特
定
贈
与
等
に
係
る
公
益
法
人
笛
と
、
一

当
該
引
継
受
託
者
が
そ
の
移
転
を
受
け
た
資
産
は
当
該
特
定
贈
与
等
に
係
る
財
産
と
、
そ
れ
ぞ
れ
み
な
し
て
、
こ
-

の
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
当
初
受
託
者
が
二
以
上
あ
る
と
き
は
、
そ
の
主
宰
受
託
一

者
が
当
該
書
類
を
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
を
経
由
し
て
国
税
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一

一
当
該
当
初
受
託
者
の
任
務
の
終
了
新
受
託
者

二
当
該
当
初
受
託
者
で
あ
る
法
人
の
合
併
当
該
合
併
後
存
続
す
る
法
人
又
は
当
該
合
併
に
よ
り
設
立
す
る
法
一

人
三
当
該
当
初
受
託
者
で
あ
る
法
人
の
分
割
当
該
分
割
に
よ
り
受
託
者
と
し
て
の
権
利
義
務
を
承
継
す
る
法
人
i

12

特
定
贈
与
等
を
受
け
た
第
一
項
第
一
一
号
に
規
定
す
る
公
益
信
託
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
当
初
公
益
信
託
l

-

と
い
う
。
）
の
受
託
者
が
、
公
益
信
託
の
終
了
（
当
該
公
益
信
託
の
終
了
に
係
る
事
由
に
よ
り
第
一
項
後
段
の
承
認
一

を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
場
合
（
当
該
特
定
贈
与
等
を
し
た
者
の
所
得
に
係
る
所
得
税
の
負
担
を
不
当
に
減
少

さ
せ
る
結
果
と
な
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
当
該
承
認
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
場
合
と

し
て
政
令
で
定
め
る
場
合
に
限
る
。
）
の
当
該
公
益
信
託
の
終
了
を
除
く
。
）
に
よ
り
当
該
当
初
公
益
信
託
の
受
託
者

に
係
る
第
一
二
項
に
規
定
す
る
財
産
等
を
他
の
公
益
法
人
等
（
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
で
あ
っ
て
、
当
該
当
初

公
益
信
託
に
係
る
公
益
信
託
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
二
項
第
一
1

号
に
規
定
す
る
帰
属
権
利
者
と
な
る
べ
き
者
に

該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
移
転
し
、
又
は
類
似
の
公
益
事
務
を
そ
の
目
的
と
す
る
他
の
公
益
信
託
（
そ
の
公
益

信
託
の
受
託
者
が
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
で
あ
っ
て
、
当
該
当
初
公
益
信
託
に
係
る
同
条
第
二
項
第
三
号
に

規
定
す
る
帰
属
権
利
者
と
な
る
べ
き
者
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
信
託
財
産
と
し
よ
う
と
す
る
場

合
に
お
い
て
、
当
該
公
益
信
託
の
終
了
の
日
の
前
日
ま
で
に
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
公
益
信
託

の
終
了
の
日
そ
の
他
の
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
、
納
税
地
の
所
輯
税
務
署
長
を
経
由
し
て

国
税
庁
長
官
に
提
出
し
た
と
き
は
、
当
該
公
益
信
託
の
終
了
の
日
以
後
は
、
当
該
他
の
公
益
法
人
等
又
は
当
該
他

の
公
益
信
託
の
受
託
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
帰
属
権
利
者
」
と
い
う
。
）
は
当
該
特
定
贈
与
等
に
係
る
公
益
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第
三
十
四
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、
「
（
都
市
緑
地
法
第
十

七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
買
い
取
ら
れ
る
場
合
に
は
、
政
令
で
定
め
る
場
合
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
同
号
の
次
に

次
の
二
号
を
加
え
る
。

三
の
―
―
古
都
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
対
象
土
地

が
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
都
市
緑
化
支
援
機
構
に
買
い
取
ら
れ
る
場
合
（
当
該
都
市
緑
化
支
援
機

構
が
公
益
社
団
法
人
又
は
公
益
財
団
法
人
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
要
件
を
満
た
す
場
合
に
限

る。）

三
の
三
都
市
緑
地
法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
対
象
上
地
が
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
都

市
緑
化
支
援
機
構
に
買
い
取
ら
れ
る
場
合
（
当
該
都
市
緑
化
支
援
機
構
が
公
益
社
団
法
人
又
は
公
益
財
団
法
人

で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
要
件
を
満
た
す
場
合
に
限
る
。
）

第
三
十
四
条
第
二
項
第
四
号
中
「
（
政
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
「
政

令
で
定
め
る
場
合
」
を
「
当
該
文
化
財
保
存
活
用
支
援
団
体
が
公
益
社
団
法
人
又
は
公
益
財
団
法
人
で
あ
る
こ
と
そ

の
他
の
政
令
で
定
め
る
要
件
を
満
た
す
場
合
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
中
「
（
政
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
削

り
、
「
場
合
」
の
下
に
「
（
当
該
農
地
中
間
管
理
機
構
が
公
益
社
団
法
人
又
は
公
益
財
団
法
人
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
政

令
で
定
め
る
要
件
を
満
た
す
場
合
に
限
る
。
）
」
を
加
え
る
＾

第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
第
三
号
中
「
令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
八
年
十
二
月
三
十
一
日
」
に
改

め
る
。第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
三
十
六
条
の
万
中
「
令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和

七
年
十
二
月
―
―
-
+
―
日
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
の
十
三
第
一
項
中
「
の
取
得
に
要
し
た
金
額
」
の
下
に
「
と
し
て
政
令
で
定
め
る
金
額
」
を
加
え
、
「
当

該
取
得
に
要
し
た
」
を
「
当
該
政
令
で
定
め
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
か
つ
、
」
の
下
に
「
同
項
に
規
定
す
る
」

を
、
「
要
し
た
」
の
下
に
「
金
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
」
を
加
え
る
。

第
三
十
七
条
の
十
四
第
五
項
第
三
号
口
中
「
以
下
第
七
項
ま
で
」
を
「
第
五
号
口
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
ハ
中

「
又
は
当
該
」
を
「
、
当
該
」
に
、
「
上
場
株
式
等
の
う
ち
」
を
「
上
場
株
式
等
又
は
当
該
口
座
に
係
る
振
替
口
座
簿

に
記
載
若
し
く
は
記
録
が
さ
れ
、
若
し
く
は
当
該
口
座
に
保
管
の
委
託
が
さ
れ
て
い
る
上
場
株
式
等
に
つ
い
て
与
え

ら
れ
た
新
株
予
約
権
の
行
使
に
よ
り
取
得
を
し
た
上
場
株
式
等
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
も
の
の
う
ち
」
に
改
め
、

同
項
第
七
号
口
中
「
の
第
一
号
に
規
定
す
る
」
を
「
（
勘
定
廃
止
通
知
書
又
は
非
課
税
口
座
廃
止
通
知
書
そ
の
他
財
務

省
令
で
定
め
る
書
類
が
添
付
さ
れ
た
も
の
、
第
九
号
に
規
定
す
る
勘
定
廃
止
通
知
書
記
載
事
項
又
は
第
十
号
に
規
定

す
る
非
課
税
口
座
廃
止
通
知
書
記
載
事
項
の
記
載
が
さ
れ
た
も
の
及
び
当
該
非
課
税
口
座
開
設
届
出
書
の
第
一
号
に

規
定
す
る
提
出
と
併
せ
て
行
わ
れ
る
電
磁
的
方
法
に
よ
る
当
該
勘
定
廃
止
通
知
書
記
載
事
項
又
は
当
該
非
課
税
口
座

廃
止
通
知
書
記
載
事
項
の
提
供
が
あ
る
も
の
を
除
く
。
次
項
及
び
第
七
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
当
該
」
に
、
「
又
は
非

課
税
口
座
廃
止
通
知
書
」
を
「
若
し
く
は
非
課
税
口
座
廃
止
通
知
書
そ
の
他
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
」
に
改
め
、
「
提

出
さ
れ
た
場
合
」
の
下
に
「
、
当
該
勘
定
廃
止
通
知
書
記
載
事
項
若
し
く
は
当
該
非
課
税
口
座
廃
止
通
知
書
記
載
事

項
の
記
載
が
さ
れ
て
非
課
税
口
座
開
設
届
出
書
の
提
出
が
さ
れ
た
場
合
又
は
電
磁
的
方
法
に
よ
る
当
該
勘
定
廃
止
通

知
書
記
載
事
項
若
し
く
は
当
該
非
課
税
口
座
廃
止
通
知
書
記
載
事
項
の
提
供
が
さ
れ
た
場
合
」
を
加
え
、
同
項
第
九

号
中
「
事
項
」
の
下
に
「
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
勘
定
廃
止
通
知
書
記
載
事
項
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第

十
号
中
「
事
項
」
の
下
に
「
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
非
課
税
口
座
廃
止
通
知
書
記
載
事
項
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、

同
条
第
十
項
中
「
又
は
非
課
税
口
座
廃
止
通
知
書
」
を
「
若
し
く
は
非
課
税
口
座
廃
止
通
知
書
そ
の
他
財
務
省
令
で

定
め
る
書
類
」
に
、
「
添
付
し
な
け
れ
ば
」
を
「
添
付
し
、
勘
定
廃
止
通
知
書
記
載
事
項
若
し
く
は
非
課
税
口
座
廃
止

通
知
書
記
載
事
項
を
記
載
し
、
又
は
非
課
税
口
座
開
設
届
出
書
の
提
出
と
併
せ
て
行
わ
れ
る
電
磁
的
方
法
に
よ
る
勘

定
廃
止
通
知
書
記
載
事
項
若
し
く
は
非
課
税
口
座
廃
止
通
知
書
記
載
事
項
の
提
供
を
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条

第
十
一
項
中
「
非
課
税
口
座
廃
止
通
知
書
」
の
下
に
「
そ
の
他
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
」
を
、
「
も
の
」
の
下
に

「
、
勘
定
廃
止
通
知
書
記
載
事
項
又
は
非
課
税
口
座
廃
止
通
知
書
記
載
事
項
の
記
載
が
さ
れ
た
も
の
及
び
当
該
非
課

税
口
座
開
設
届
出
書
の
提
出
と
併
せ
て
行
わ
れ
る
電
磁
的
方
法
に
よ
る
勘
定
廃
止
通
知
書
記
載
事
項
又
は
非
課
税
ロ

座
廃
止
通
知
書
記
載
事
項
の
提
供
が
あ
る
も
の
」
を
加
え
、
同
条
第
十
四
項
第
二
号
た
だ
し
書
中
「
又
は
非
課
税
口

座
廃
止
通
知
書
の
提
出
」
を
「
若
し
く
は
非
課
税
口
座
廃
止
通
知
書
そ
の
他
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
の
提
出
又
は

電
磁
的
方
法
に
よ
る
勘
定
廃
止
通
知
書
記
載
事
項
若
し
く
は
非
課
税
口
座
廃
止
通
知
書
記
載
事
項
の
提
供
l

に
改
め
、

同
条
第
十
五
項
中
「
を
交
付
し
な
け
れ
ば
」
を
「
の
交
付
又
は
電
磁
的
方
法
に
よ
る
勘
定
廃
止
通
知
書
記
載
事
項
の

提
供
を
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
十
八
項
中
「
を
交
付
し
な
け
れ
ぱ
」
を
「
の
交
付
又
は
電
磁
的
方
法
に
よ

る
非
課
税
口
座
廃
止
通
知
書
記
載
事
項
の
提
供
を
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
十
九
項
中
「
又
は
非
課
税
口
座

廃
止
通
知
書
を
提
出
し
て
」
を
「
若
し
く
は
非
課
税
口
座
廃
止
通
知
書
そ
の
他
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
を
提
出
し
、

又
は
電
磁
的
方
法
に
よ
る
勘
定
廃
止
通
知
書
記
載
事
項
若
し
く
は
非
課
税
口
座
廃
止
通
知
書
記
戟
事
項
の
提
供
を
し

て
」
に
、
「
当
該
勘
定
廃
止
通
知
書
又
は
非
課
税
口
座
廃
止
通
知
書
を
、
当
該
笠
融
商
品
取
引
業
者
等
の
営
業
所
の
長

に
提
出
し
な
け
れ
ば
」
を
「
当
該
金
融
商
品
取
引
業
者
等
の
営
業
所
の
長
に
、
こ
れ
ら
の
害
類
を
提
出
し
、
又
は
電

磁
的
方
法
に
よ
る
勘
定
廃
止
通
知
書
記
載
事
項
若
し
く
は
非
課
税
口
座
廃
止
通
知
書
記
戟
事
項
の
提
供
を
し
な
け
れ

ば
」
に
改
め
、
「
交
付
」
の
下
に
「
又
は
電
磁
的
方
法
に
よ
る
非
課
税
口
座
廃
止
通
知
欝
氾
戟
事
項
の
提
供
」
を
加
え
、

「
を
受
理
す
る
こ
と
」
を
「
そ
の
他
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
及
び
電
磁
的
方
法
に
よ
り
提
供
さ
れ
た
当
該
非
課
税

口
座
廃
止
通
知
書
記
載
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て

は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ

る
も
の
を
い
う
。
）
を
受
理
す
る
こ
と
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
項
中
「
非
課
税
口
座
廃
止
通
旬
書
一
の
下
に
「
そ
の

他
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
」
を
、
「
こ
れ
ら
の
書
類
」
の
下
に
「
、
勘
定
廃
止
通
知
書
記
載
事
項
又
は
非
課
税
口
座

廃
止
通
知
書
記
載
事
項
の
記
載
が
さ
れ
て
非
課
税
口
座
開
設
届
出
書
の
提
出
が
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
勘
定
廃

止
通
知
書
記
載
事
項
又
は
当
該
非
課
税
口
座
廃
止
通
知
書
記
載
事
項
及
び
電
磁
的
方
法
に
よ
り
提
供
さ
れ
た
勘
定
廃

止
通
知
書
記
載
事
項
又
は
非
課
税
口
座
廃
止
通
知
書
記
載
事
項
」
を
加
え
、
「
廃
止
通
知
書
二
を
「
廃
止
通
知
」
」
に
改

め
、
「
）
の
提
出
」
、
「
そ
の
提
出
」
及
び
「
当
該
提
出
」
の
下
に
「
又
は
提
供
」
を
加
え
、
「
廃
止
通
知
書
の
提
出
」
を

「
廃
止
通
知
の
提
出
又
は
提
供
」
に
、
「
廃
止
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
」
を
「
廃
止
通
知
に
係
る
」
に
、
「
廃
止
遥
知
書

に
つ
き
」
を
「
廃
止
通
知
に
つ
き
」
に
、
「
廃
止
通
知
書
を
提
出
し
た
l

を
「
廃
止
通
知
の
提
出
又
は
提
供
を
し
た
」

に
改
め
、
同
条
第
―
-
+
―
項
中
「
廃
止
通
知
書
を
提
出
し
た
」
を
「
廃
止
通
知
の
提
出
又
は
提
供
を
し
た
」
に
改
め
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る。
第
四
十
条
第
一
項
中
「
公
益
社
団
法
人
、
公
益
財
団
法
人
、
特
定
一
般
法
人
（
法
人
税
法
別
表
第
一
＿
に
掲
げ
る
一
―

般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
で
、
同
法
第
二
条
第
九
号
の
ニ
イ
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
(
)
)
そ
の
他
の
公
益
を
目

的
と
す
る
事
業
（
以
下
こ
の
項
か
ら
第
一
二
項
ま
で
及
び
第
五
項
に
お
い
て
「
公
益
目
的
事
巣
」
と
い
う
。
）
を
行
う
法
i

人
（
外
国
法
人
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
公
益
法
人
等
」
と
い
う
」
を
「
公
益
法
人
等
―

（
次
に
掲
げ
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
」
に
改
め
、
「
遺
賠
（
」
の
下
に
「
同
法
第
六
十
七
条
の
三
一

第
八
項
の
規
定
に
よ
り
第
二
号
に
規
定
す
る
公
益
信
託
の
受
託
者
に
対
し
て
贈
与
又
は
遠
贈
に
よ
り
当
該
財
産
の
整

転
が
行
わ
れ
た
も
の
と
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
贈
与
又
は
遺
贈
及
び
」
を
加
え
，
「
含
む
」
を
「
含
み
，
同
号
に
一

掲
げ
る
者
（
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
第
二
号
に
規
定
す
る
一

公
益
信
託
の
信
託
財
産
と
す
る
た
め
の
も
の
に
限
る
」
に
、
「
第
十
六
項
]
を
「
第
十
八
項
」
に
、
「
当
該
公
益
目
的
事
一

業
の
用
に
直
接
供
す
る
」
を
「
公
益
目
的
事
業
（
第
一
号
に
規
定
す
る
公
益
を
目
的
と
す
る
事
染
及
び
公
益
信
託
に
一

関
す
る
法
律
第
七
条
第
三
項
第
四
号
に
規
定
す
る
公
益
信
託
事
務
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
一

五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
用
に
直
接
供
す
る
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。
一

一
公
益
社
団
法
人
、
公
益
財
団
法
人
、
特
定
一
般
法
人
（
法
人
税
法
別
表
第
二
に
掲
げ
る
一
般
社
団
法
人
及
び
一

一
般
財
団
法
人
で
、
同
法
第
二
条
第
九
号
の
一
＿
イ
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
e

)

そ
の
他
の
公
益
を
目
的
と
す
る
事
i

業
を
行
う
法
人
（
外
国
法
人
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

―
―
公
益
信
託
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
公
益
信
託
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
公
益
i

信
託
l

と
い
う
。
）
の
受
託
者
（
非
居
住
者
又
は
外
国
法
人
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

第
四
十
条
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

4

前
項
後
段
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
前
項
後
段
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
公
益
法
人
等
（
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
限
る
。
）
に
対
す
る
法
ム

税
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
三
十
八
条
第
二
項
中
「
次
に
掲
げ
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
、
「
次
に
i

掲
げ
る
も
の
及
び
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
条
第
三
項
後
段
（
国
等
に
対
し
て
財
産
を
寄
附
し
た
場
合
の
譲
渡
[
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別
表
第
三
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
百
三
十
九
条
第
一
項
各

号
（
支
払
基
金
の
業
務
）
に
掲
げ
る
業
務
、
同
法
附
則
第
十
一
条
第
一
項
（
病
床
転
換
助
成
事
業
に
係
る
支
払
基
金

の
業
務
）
に
規
定
す
る
業
務
及
び
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
六
十
条
第
一
項
各
号
（
支

払
基
金
の
業
務
）
に
掲
げ
る
業
務
に
関
す
る
文
書
の
項
中
「
業
務
及
び
」
を
「
業
務
、
」
に
、
「
業
務
に
]
を
「
業
務
及

び
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
三
十
六

条
の
二
十
五
第
一
項
各
号
（
支
払
基
金
の
業
務
）
に
掲
げ
る
業
務
に
」
に
改
め
る
。

（
国
税
通
則
法
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条
国
税
通
則
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
八
条
第
四
項
中
「
六
門
を
「
一
年
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
第
一
項
中
「
仮
装
し
、
」
の
下
に
「
か
つ
、
」
を
、
「
納
税
申
告
書
」
の
下
に
「
又
は
第
二
十
三
条
第
一
＿
一
項

（
更
正
の
請
求
）
に
規
定
す
る
更
正
請
求
書
（
次
項
に
お
い
て
「
更
正
請
求
書
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二

項
中
「
仮
装
し
‘
]
の
下
に
「
か
つ
、
」
を
、
「
後
に
納
税
申
告
書
」
の
下
に
「
若
し
く
は
更
正
請
求
書
」
を
加
え
、
同
条

第
三
項
中
「
仮
装
し
、
」
の
下
に
「
か
つ
、
」
を
加
え
る
。

第
七
十
四
条
の
四
第
一
項
中
「
特
例
輸
入
者
（
同
法
第
一
二
十
条
の
六
第
三
項
」
を
「
特
例
申
告
者
（
同
法
第
一
―
-
+

条
の
六
第
二
項
」
に
、
「
特
例
輸
入
者
を
l

を
「
特
例
申
告
者
を
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
特
例
輸
入
者
」
を
「
特

例
申
告
者
]
に
改
め
る
。

（
国
税
徴
収
法
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条
国
税
徴
収
法
（
昭
和
―
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
七
号
中
「
第
三
十
九
条
」
を
「
第
四
十
一
条
」
に
改
め
、
「
又
は
第
四
十
一
条
（
人
格
の
な
い
社
団
等
に

係
る
第
二
次
納
税
義
務
）
」
を
削
る
。

第
四
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
国
税
を
免
れ
た
株
式
会
社
の
役
員
等
の
第
二
次
納
税
義
務
）

第
四
十
条
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
国
税
を
免
れ
、
又
は
国
税
の
還
付
を
受
け
た
株
式
会
社
、
合
資
会
社

又
は
合
同
会
社
が
そ
の
国
税
（
そ
の
附
帯
税
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
納
付
し
て
い
な
い
場
合

に
お
い
て
、
そ
の
株
式
会
社
、
合
資
会
社
又
は
合
同
会
社
に
対
し
滞
納
処
分
を
執
行
し
て
も
な
お
そ
の
徴
収
す
べ

き
額
に
不
足
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
（
合
資
会
社
に
あ
っ
て
は
、
第
三
十
三
条
（
合
名
会
社
等
の
社
員
の
第
一
―

次
納
税
義
務
）
の
無
限
責
任
社
員
に
対
し
滞
納
処
分
を
執
行
し
て
も
な
お
そ
の
徴
収
す
べ
き
額
に
不
足
す
る
と
認

め
ら
れ
る
場
合
に
限
る
。
）
は
、
そ
の
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
を
し
た
そ
の
株
式
会
社
の
役
員
又
は
そ
の
合
資
会

社
若
し
く
は
合
同
会
社
の
業
務
を
執
行
す
る
有
限
責
任
社
員
（
そ
の
役
員
又
は
有
限
責
任
社
員
を
判
定
の
基
礎
と

な
る
株
主
又
は
社
員
と
し
て
選
定
し
た
場
合
に
そ
の
株
式
会
社
、
合
資
会
社
又
は
合
同
会
社
が
法
人
税
法
第
六
十

七
条
第
二
項
（
特
定
同
族
会
社
の
特
別
税
率
）
に
規
定
す
る
会
社
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
役
員
又
は
有

限
責
任
社
員
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
役
員
等
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
の
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為

に
よ
り
免
れ
、
若
し
く
は
還
付
を
受
け
た
国
税
の
額
又
は
そ
の
株
式
会
社
、
合
資
会
社
若
し
く
は
合
同
会
社
の
財

産
の
う
ち
、
そ
の
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
が
あ
っ
た
時
以
後
に
、
そ
の
特
定
役
員
等
が
移
転
を
受
け
た
も
の
及

び
そ
の
特
定
役
員
等
が
移
転
を
し
た
も
の
（
そ
の
株
式
会
社
、
合
資
会
社
又
は
合
同
会
社
の
取
引
の
内
容
そ
の
他

の
事
情
を
勘
案
し
て
、
当
該
取
引
の
相
手
方
と
の
間
で
通
常
の
取
引
の
条
件
に
従
っ
て
行
わ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る

そ
の
株
式
会
社
、
合
資
会
社
又
は
合
同
会
社
の
各
事
業
年
度
の
収
益
に
係
る
売
上
原
価
、
販
売
費
又
は
一
般
管
理

費
の
額
の
基
因
と
な
る
取
引
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
取
引
と
し
て
移
転
を
し
た
も
の
を
除
く
。
）
の
価
額
の
い
ず

れ
か
低
い
額
を
限
度
と
し
て
、
そ
の
滞
納
に
係
る
国
税
の
第
二
次
納
税
義
務
を
負
う
。

第
百
三
十
―
―
一
条
第
三
項
中
「
前
項
」
を
「
税
務
署
長
は
、
前
項
」
に
、
「
に
お
け
る
換
価
代
金
等
の
交
付
に
つ
い
て

は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
」
を
「
に
は
、
換
価
代
金
等
を
供
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
（
前

項
の
規
定
に
よ
り
換
価
代
金
等
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
税
務
署
長
は
、
そ
の
旨

を
異
巖
に
関
係
を
有
す
る
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
七
項
を
加
え
る
。

4

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
確
定
判
決
、
異
議
に
関
係
を
有
す
る
者
の
全
員
の
同
意
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
換
価

代
金
等
の
交
付
を
受
け
る
べ
き
者
及
び
金
額
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
に
従
っ
て
配
当
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
税
務
署
長
は
、
そ
の
配
当
を
受
け
る
べ
き
者
に
配
当
額
支
払
証
を
交
付
す
る
と

と
も
に
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
供
託
し
た
供
託
所
に
支
払
委
託
書
を
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5

前
項
の
規
定
に
よ
る
配
当
を
受
け
る
べ
き
者
に
対
す
る
供
託
所
の
支
払
は
、
同
項
の
支
払
委
託
苔
に
基
づ
き
行

う
も
の
と
す
る
。

6

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
供
託
が
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
供
託
に
係
る
債
極
者
は
、
そ
の
供
託
の
事
由
が
消

滅
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
そ
の
旨
を
税
務
署
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

7

税
務
署
長
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
供
託
が
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
供
託
が
さ
れ
た
日
（
こ
の
項
の

規
定
に
よ
る
催
告
に
よ
り
そ
の
供
託
に
係
る
供
託
の
事
由
が
消
滅
し
て
い
な
い
旨
の
届
出
を
し
た
場
合
に
あ
っ
て

は
、
最
後
に
当
該
届
出
を
し
た
日
）
か
ら
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
さ
れ
る
こ
と
な
く
二
年
を
経
過
し
た
と
き

は
、
当
該
供
託
に
係
る
債
権
者
に
対
し
、
そ
の
供
託
に
係
る
供
託
の
事
由
が
消
滅
し
て
い
る
と
き
は
同
項
の
規
定

に
よ
る
届
出
を
し
、
又
は
そ
の
供
託
に
係
る
供
託
の
事
由
が
消
滅
し
て
い
な
い
と
き
は
そ
の
旨
の
届
出
を
す
べ
き

旨
を
催
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

8

前
項
の
規
定
に
よ
る
催
告
を
受
け
た
当
該
供
託
に
係
る
債
権
者
が
、
催
告
を
受
け
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
第

六
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
又
は
前
項
の
供
託
の
事
由
が
消
滅
し
て
い
な
い
旨
の
届
出
を
し
な
い
と
き
は
、
税
務
署

長
は
、
当
該
供
託
に
係
る
債
権
者
を
除
外
し
て
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
供
託
金
に
つ
い
て
換
価
代
金
等
の
配
当
を

実
施
す
る
旨
の
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

9

前
項
の
決
定
は
、
当
該
供
託
に
係
る
債
権
者
が
当
該
決
定
の
告
知
を
受
け
た

H
か
ら
七
日
を
経
過
し
た
日
に
そ

の
効
力
を
生
ず
る
。
た
だ
し
、
当
該
供
託
に
係
る
債
権
者
が
当
該
七
日
の
期
間
が
経
過
す
る
ま
で
に
第
六
項
の
規

定
に
よ
る
届
出
又
は
第
七
項
の
供
託
の
事
由
が
消
滅
し
て
い
な
い
旨
の
届
出
を
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
e

10

当
該
供
託
に
係
る
債
権
者
が
第
七
項
に
規
定
す
る
期
間
を
経
過
す
る
前
に
税
務
署
長
に
そ
の
供
託
に
係
る
供
託

の
事
由
が
消
滅
し
て
い
な
い
旨
の
届
出
を
し
た
と
き
は
、
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
供
託
の
事

由
が
消
滅
し
て
い
な
い
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

第
百
五
十
九
条
第
五
項
第
一
一
号
及
び
第
三
号
中
「
六
月
」
を
「
一
年
」
に
改
め
る
e
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（
租
税
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

十
三
条
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
の
二
郎
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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「
第
五
節
の
二
令
和

目
次
中
「
第
六
節
そ
の
他
の
特
例
（
第
四
十
一
条
の
三
の
三
ー
第
四
十
二
条
の
一
―
-
）
]
を
第
六
節
そ
の
他
の

一
条
の
一
＿
一
の
一
＿
一
ー
第
四
十
一
条
の
三
の
十
）
こ
、
云
第
三
節
の
三
沖
縄

」
ri

第
三
節
の
四
国
家

六
年
分
に
お
け
る
特
別
税
額
控
除
（
第
四
十

特
例
（
第
四
十
一
条
の
三
の
十
一
ー
第
四
十
―
一
条
の
一
―
-
）

「
第
三
節
の
三
特
許
権
等
の
譲
渡
等
に

の

認

定

法

人

の

課

税

の

特

例

（

第

六

十

条

）

を

第

三

節

の

四

沖

縄

の

認

定

法

人

の

諜

戦
略
特
別
区
域
に
お
け
る
指
定
法
人
の
課
税
の
特
例
（
第
六
十
一
条
）
l

第
三
節
の
五
国
家
戦
略
特
別
区
域
に

覧
闘
疇
虚
認
噴
（
第
五
十
九
条
の
三
）
に
改
め
る
。

お
け
る
指
定
法
人
の
課
税
の
特
例
（
第
六
十
一
条
）
」

第
四
条
の
五
第
二
項
中
「
同
条
第
三
項
の
規
定
又
は
」
を
削
り
、
同
条
第
九
項
中
「
、
同
条
第
三
項
中
「
支
出
し

た
金
銭
」
と
あ
る
の
は
「
支
出
し
た
金
銭
（
租
税
特
別
措
置
法
第
四
条
の
五
第
一
項
の
規
定
の
婚
用
を
受
け
た
同
項

に
規
定
す
る
利
子
等
の
金
額
に
相
当
す
る
部
分
を
除
く
。
）
」
と
」
を
削
る
。

第
五
条
の
三
の
見
出
し
中
「
利
子
等
」
を
「
利
子
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
又
は
剰
余
皇
の
配
当
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
利
子
等
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
「
利
子
等
に
」
を
[
利
子
に
」
に
改
め
ヽ
-
ゾ
五
岱
R

八
条
の
二
第
―

項
第
二
号
に
掲
げ
る
社
債
的
受
益
権
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
発
行
者
（
特
定
振
替
社
債
等
の
う
ち
第
四
項
第

七
号
ホ
に
掲
げ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
同
号
ホ
に
掲
げ
る
も
の
に
係
る
特
定
目
的
信
託
の
資
産
の
流
動
化
に
間
す

る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
百
二
十
四
条
に
規
定
す
る
原
委
託
者
。
以
下
こ
の
条
（
同
項
第
一
号

を
除
く
。
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
「
発
行
を
す
る
者
」
に
、
「
発
行
者
と
の
」
を
「
発
行
を
す
る
者
と
の
」
に
、
「
利

子
等
」
を
「
利
子
]
に
改
め
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
第
七
号
中
「
利
子
等
」
を
「
利
子
」
に
、
「
発
行
者
]
を

「
発
行
を
す
る
者
」
に
改
め
、
同
号
ホ
を
削
り
、
同
号
へ
を
同
号
ホ
と
し
、
同
号
卜
か
ら
リ
ま
で
を
同
号
へ
か
ら
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法
律
第
八
号
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
所
得
税
法
の
一
部
改
正
）

一
条
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
一
項
第
十
七
号
中
＿
含
む
」
を
苓
口
み
、
同
法
第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
第
一
E-

財
産
）
に
規
定
す
る
公
益
信
託
か
ら
給
付
を
受
け
た
財
産
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
二
項
中
「
公
益
信
託
二
関
ス
ル
法
律
（
大
正
十
一
年
法
律
第
六
十
二
号
）
第
一
条
（
公
益
信
託
）
」
を

「
公
益
信
託
に
関
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
号
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号
（
定
義
）
」
に
改
め
、
「
規
定
す

る
公
益
信
託
」
の
下
に
「
（
第
五
十
九
条
第
一
項
第
一
号
（
贈
与
等
の
場
合
の
譲
渡
所
得
等
の
特
例
）
、
第
六
十
条
第

一
項
第
一
号
（
贈
与
等
に
よ
り
取
得
し
た
資
産
の
取
得
費
等
）
、
第
六
十
条
の
二
第
六
項
（
国
外
転
出
を
す
る
場
合

の
譲
渡
所
得
等
の
特
例
）
、
第
六
十
条
の
三
第
六
項
（
贈
与
等
に
よ
り
非
居
住
者
に
資
産
が
移
転
し
た
場
合
の
譲
渡

所
得
等
の
特
例
）
、
第
六
十
七
条
の
三
第
八
項
（
信
託
に
係
る
所
得
の
金
額
の
計
算
）
及
び
第
七
十
八
条
第
二
項
第

四
号
（
寄
附
金
控
除
）
に
お
い
て
「
公
益
信
託
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
る
。

第
五
十
九
条
第
一
項
第
一
号
中
「
対
す
る
も
の
に
」
を
「
対
す
る
も
の
及
び
公
益
信
託
の
受
託
者
で
あ
る
個
人
に

対
す
る
も
の
（
そ
の
信
託
財
産
と
す
る
た
め
の
も
の
に
限
る
。
）
に
」
に
、
「
及
び
」
を
「
並
び
に
公
益
信
託
の
受
託
者

で
あ
る
個
人
に
対
す
る
も
の
（
そ
の
信
託
財
産
と
す
る
た
め
の
も
の
に
限
る
。
）
及
び
」
に
改
め
る
。

第
六
十
条
第
一
項
第
一
号
中
「
贈
与
」
の
下
に
「
（
公
益
信
託
の
受
託
者
に
対
す
る
も
の
（
そ
の
信
託
財
産
と
す
る

た
め
の
も
の
に
限
る
。
次
条
第
六
項
第
二
号
及
び
第
六
十
条
の
三
第
六
項
第
二
号
（
贈
与
等
に
よ
り
非
居
住
者
に
資

産
が
移
転
し
た
場
合
の
譲
渡
所
得
等
の
特
例
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
除
く
。
）
」
を
、
「
遺
贈

U

の
下
に
「
公
益
信
託

の
受
託
者
に
対
す
る
も
の
（
そ
の
信
託
財
産
と
す
る
た
め
の
も
の
に
限
る
。
次
条
第
六
項
第
三
号
及
び
第
六
十
条
の

三
第
六
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
掲
げ
る
」
の
下
に
「
贈
与
、
」
を
加
え
る
。

第
六
十
条
の
二
第
六
項
た
だ
し
書
中
「
仮
装
し
、
」
を
「
仮
装
し
、
か
つ
、
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
を
贈
与
」

の
下
に
「
（
公
益
信
託
の
受
託
者
に
対
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号

中
「
遺
贈

0

の
下
に
「
公
益
信
託
の
受
託
者
に
対
す
る
も
の
及
び
」
を
加
え
る
。

第
六
十
条
の
三
第
六
項
第
二
号
中
「
を
贈
与
」
の
下
に
「
（
公
益
信
託
の
受
託
者
に
対
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ

の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
遺
贈

0

の
下
に
「
公
益
信
託
の
受
託
者
に
対
す
る
も
の
及

び
」
を
加
え
る
。

令
和
六
年
三
月
三
十
日

御

名

御

璽

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

岸

田

文

雄

第
六
十
七
条
の
三
第
八
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

8

公
益
信
託
の
委
託
者
（
居
住
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
そ
の
有
す
る
資
産
を
信
託
し
た
場

合
に
は
、
当
該
資
産
を
信
託
し
た
時
に
お
い
て
、
当
該
公
益
信
託
の
委
託
者
か
ら
当
該
公
益
信
託
の
受
託
者
に
対

し
て
贈
与
（
当
該
公
益
信
託
が
信
託
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
八
号
）
第
三
条
第
二
号
（
信
託
の
方
法
）
に
掲

げ
る
方
法
に
よ
っ
て
さ
れ
た
場
合
に
は
、
遺
贈
）
に
よ
り
当
該
資
産
の
移
転
が
行
わ
れ
た
も
の
と
し
て
、
当
該
公

益
信
託
の
委
託
者
の
各
年
分
の
各
種
所
得
の
金
額
を
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

第
七
十
八
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
公
益
信
託
の
信
託
財
産
と
す
る
た
め
に
支
出
し
た
当
該
公
益
信
託
に
係
る
信
託
事
務
に
関
連
す
る
寄
附
金

（
出
資
に
関
す
る
信
託
事
務
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
及
び
前
三
号
に
規
定
す
る
寄
附
金
に
該
当

す
る
も
の
を
除
く
。
）

第
七
十
八
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
三
項
と
す
る
。

第
二
百
四
条
第
一
項
第
三
号
中
「
支
払
わ
れ
る
診
療
報
酬
」
の
下
に
「
（
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対

す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
三
十
六
条
の
九
第
二
項
（
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
）

の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
か
ら
同
項
に
規
定
す
る
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
に
係
る
事
務
を
委
託
さ
れ
た
同
項

に
規
定
す
る
支
払
基
金
か
ら
支
払
わ
れ
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
流
行
初
期
医
療
の
確
保
に
要
す
る
費
用
を
含

む
。
）
」
を
加

xる。

第
二
百
二
十
八
条
の
四
第
一
項
中
「
が
百
」
を
「
が
三
十
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

一
脱
炭
素
成
長
型
経
済
構
造
移
行
推
進
機
構
一
暉
麟
塁
鱈
麟
譴
輝
疇
“
“
恥
り
詞
暉
芦
移
行
の
推
進
に
関
す
る
一

（
法
人
税
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条
法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
十
二
号
の
十
四
中
「
外
国
法
人
に
国
内
に
あ
る
資
産
又
は
負
債
と
し
て
政
令
で
定
め
る
資
産
又
は
」
を

「
被
現
物
出
資
法
人
で
あ
る
外
国
法
人
に
国
内
に
あ
る
不
動
産
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
資
産
（
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
「
国
内
不
動
産
等
」
と
い
う
。
）
、
国
内
事
業
所
等
（
内
国
法
人
に
あ
っ
て
は
第
六
十
九
条
第
四
項
第
一
号
（
外

国
税
額
の
控
除
）
に
規
定
す
る
本
店
等
を
い
い
、
外
国
法
人
に
あ
っ
て
は
恒
久
的
施
設
を
い
う
。
）
を
通
じ
て
行
う
事

業
に
係
る
資
産
（
外
国
法
人
の
発
行
済
株
式
等
の
総
数
又
は
総
額
の
百
分
の
二
十
五
以
上
に
相
当
す
る
数
又
は
金
額

の
株
式
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
外
国
法
人
の
株
式
を
除
く
。
）
若
し
く
は
」
に
改
め
、
「
国
内
資
産
等
」
と
い

う
。
）
」
の
下
に
「
又
は
内
国
法
人
の
工
業
所
有
権
、
著
作
権
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
資
産
（
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
「
無
形
資
産
等
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
「
国
内
資
産
等
の
全
部
が
当
該
外
国
法
人
の
恒
久
的
施
設
に
属
す
る
」
を

「
国
内
不
動
産
等
、
国
内
資
産
等
及
び
無
形
資
産
等
の
全
部
が
当
該
移
転
に
よ
り
当
該
被
現
物
出
資
法
人
で
あ
る
外

国
法
人
の
恒
久
的
施
設
を
通
じ
て
行
う
事
業
に
係
る
資
産
又
は
負
債
と
な
る
」
に
、
「
国
外
に
あ
る
資
産
又
は
負
債
と

し
て
政
令
で
定
め
る
資
産
」
を
「
第
百
三
十
八
条
第
一
項
第
一
号
（
国
内
源
泉
所
得
）
に
規
定
す
る
本
店
等
（
以
下

こ
の
号
に
お
い
て
「
本
店
等
」
と
い
う
。
）
を
通
じ
て
行
う
事
業
に
係
る
資
産
（
国
内
不
動
産
等
を
除
く
。
）
」
に
、
「
国

外
資
産
等
」
」
を
「
外
国
法
人
国
外
資
産
等
」
」
に
、
「
の
外
国
法
人
に
国
外
資
産
等
」
を
「
の
外
国
法
人
に
外
国
法
人
国

外
資
産
等
」
に
、
「
国
外
資
産
等
が
」
を
「
外
国
法
人
国
外
資
産
等
の
全
部
又
は
一
部
が
当
該
移
転
に
よ
り
」
に
、
「
に

属
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
」
を
「
を
通
じ
て
行
う
事
業
に
係
る
資
産
又
は
負
債
と
な
る
も
の
に
」

に
、
「
が
外
国
法
人
に
国
外
資
産
等
」
を
「
が
外
国
法
人
に
第
六
十
九
条
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
国
外
事
業
所
等

を
通
じ
て
行
う
事
業
に
係
る
資
産
又
は
負
債
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
内
国
法
人
国
外
資
産
等
」
と
い
う
。
）
」
に
、

「
国
外
資
産
等
の
全
部
又
は
一
部
が
」
を
「
内
国
法
人
国
外
資
産
等
の
全
部
又
は
一
部
が
当
該
移
転
に
よ
り
」
に
、
「
恒

久
的
施
設
に
属
し
な
い
」
を
「
本
店
等
を
通
じ
て
行
う
事
業
に
係
る
資
産
又
は
負
債
と
な
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二

十
九
号
の
二
中
「
特
定
公
益
信
託
等
」
を
「
公
益
信
託
等
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
三
項
中
「
特
定
公
益
信
託
等
」
を
「
公
益
信
託
等
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項

第
二
号
中
「
特
定
公
益
信
託
等
第
三
十
七
条
第
六
項
（
寄
附
金
の
損
金
不
算
入
）
に
規
定
す
る
特
定
公
益
信
託
」

を
「
公
益
信
託
等
公
益
信
託
に
関
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
号
）
第
二
条
第
こ
唄
第
一
号
（
定
義
）

に
規
定
す
る
公
益
信
託
」
に
改
め
る
。
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第
二
条
第
二
項
中
「
に
お
い
て
は
、
同
項
の
額
の
二
分
の
一
の
額
を
同
項
第
一
号
の
着
陸
料
の
収
入
額
で
、
他
の
」

を
「
に
は
、
市
町
村
譲
与
額
の
四
分
の
一
の
額
を
同
項
第
一
号
イ
の
延
べ
重
量
で
、
市
町
村
譲
与
額
の
他
の
四
分
の

一
の
額
を
同
号
口
の
旅
客
数
で
、
市
町
村
譲
与
額
の
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
第
一
号
の
着
陸
料
の
収

入
額
及
び
」
を
「
第
一
項
第
一
号
イ
の
延
べ
重
量
及
び
同
号
口
の
旅
客
数
並
び
に
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
―
一
第
一
項
中
「
相
当
す
る
額
」
の
下
に
「
（
次
項
に
お
い
て
「
都
道
府
県
譲
与
額
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、

「
前
条
第
一
項
第
一
号
の
着
陸
料
の
収
入
額
」
を
「
前
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
延
べ
重
量
」
に
、
「
着
陸
料
の
収
入
額

の
合
計
額
」
を
「
延
べ
重
量
の
合
計
重
量
）
若
し
く
は
同
号
口
の
旅
客
数
（
同
号
の
市
町
村
が
二
以
上
あ
る
場
合
に

は
、
こ
れ
ら
の
市
町
村
に
係
る
当
該
旅
客
数
の
合
計
数
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
に
お
い
て
は
、
同
項
の
額
の

二
分
の
一
の
額
を
同
項
の
着
陸
料
の
収
入
額
又
は
そ
の
合
計
額
で
、
他
の
」
を
「
に
は
、
都
道
府
県
譲
与
額
の
四
分

の
一
の
額
を
同
項
の
延
べ
重
量
又
は
そ
の
合
計
重
量
で
、
都
道
府
県
譲
与
額
の
他
の
四
分
の
一
の
額
を
同
項
の
旅
客

数
又
は
そ
の
合
計
数
で
、
都
道
府
県
譲
与
額
の
」
に
改
め
、
同
条
第
一
二
項
中
「
前
条
第
一
項
第
一
号
の
着
陸
料
の
収

入
額
」
を
「
前
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
延
べ
重
量
若
し
く
は
同
号
口
の
旅
客
数
」
に
、
「
補
正
さ
れ
た
収
入
額
」
を
「
補

正
さ
れ
た
延
べ
重
量
若
し
く
は
旅
客
数
」
に
、
「
同
項
第
一
号
の
着
陸
料
の
収
入
額
」
を
「
同
項
第
一
号
イ
の
延
べ
重

量
若
し
く
は
同
号
口
の
旅
客
数
]
に
改
め
る
。

（
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
九
条
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
（
平
成
―
―
―
十
一
年
法
律
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
十
九
条
中
「
十
分
の
五
」
を
「
百
分
の
五
十
五
」
に
、
「
十
分
の
二
」
を
「
百
分
の

二
十
」
に
、
「
十

liを「
百
分
の
二
十
五
」
に
改
め
る
。

1

附

則

（
施
行
期
日
）

一
条
こ
の
法
律
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号

に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
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一
第
一
条
中
地
方
税
法
第
七
十
二
条
の
八
十
八
第
一
項
並
び
に
第
七
十
二
条
の
九
十
五
第
一
項
第
一
一
号
及
び
第
一
―

項
の
改
正
規
定
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
を
経
過
し
た
日

二
第
一
条
中
地
方
税
法
の
目
次
の
改
正
規
定
、
同
法
第
十
一
条
第
一
項
及
び
第
五
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第
一
章

第
四
節
中
第
十
一
条
の
九
を
第
十
一
条
の
十
と
し
、
第
十
一
条
の
八
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
同

法
第
十
六
条
の
四
第
四
項
及
び
第
十
二
項
、
第
七
十
一
条
の
十
五
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
七
十
一
条
の
三
十
六

第
一
項
及
び
第
一
一
項
、
第
七
十
一
条
の
五
十
六
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
七
十
二
条
の
四
十
七
第
一
項
及
び
第
二

項
、
第
七
十
四
条
の
二
十
四
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
九
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
百
四
十
四
条
の
四
十

八
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
百
七
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
二
百
七
十
九
条
第
一
項
及
び
第
一
一
項
、
第
三

百
―
―
十
八
条
の
十
二
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
百
六
十
三
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
百
八
十
四
条
第

一
項
及
び
第
二
項
、
第
五
百
三
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
六
百
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
六
百
八
十

九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
七
百
一
条
の
十
三
第
一
項
及
び
第
一
一
項
、
第
七
百
一
条
の
六
十
二
第
一
項
及
び
第

二
項
、
第
七
百
二
十
―
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
七
百
―
―
-
+
―
―
一
条
の
十
九
第
一
項
及
び
第
二
項
の
改
正
規

定
並
び
に
同
法
附
則
第
五
条
の
四
の
二
、
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
四
十
五
条
の
改
正
規

定
並
び
に
次
条
並
び
に
附
則
第
三
条
、
第
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
六
条
第
一
二
項
、
第
十
二
条
か
ら
第

十
四
条
ま
で
、
第
十
六
条
、
第
十
七
条
、
第
十
八
条
第
一
項
、
第
―
-
+
―
一
条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
、
第
二
十
八

条
第
一
項
、
第
三
十
条
第
二
項
及
び
第
三
十
一
条
の
規
定
令
和
七
年
一
月
一
日

三
第
二
条
並
び
に
附
則
第
七
条
及
び
第
十
五
条
の
規
定
令
和
七
年
四
月
一
日

四
第
三
条
中
地
方
税
法
第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
口
及
び
第
二
項
並
び
に
第
七
十
二
条
の
一
―
十
六
第
九
項

の
改
正
規
定
並
び
に
同
法
附
則
第
八
条
の
三
の
三
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
を
付
す
る
改
正
規
定
、

同
条
の
改
正
規
定
及
び
同
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の

規
定
令
和
八
年
四
月
一
日

五
第
一
条
中
地
方
税
法
附
則
第
一
―
-
+
＝
一
条
第
五
項
の
改
正
規
定
（
「
令
和
六
年
六
月
三
十
日
」
を
「
令
和
八
年
三
月

三
十
一
日
」
に
、
「
令
和
五
年
分
」
を
「
令
和
七
年
分
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
特
定
農
産
加
工
業
経
営
改
善

臨
時
措
隠
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
号
）
附
則
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施

行
の
日

六
第
一
条
中
地
方
税
法
第
一
―
十
三
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
改
正
規
定
並
び
に

同
法
附
則
第
八
条
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
四
条
第
五
項
及
び
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
新
た
な
事
業
の
創
出
及
び
産
業
へ
の
投
資
を
促
進
す
る
た
め
の
産
業
競
争
力
強
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
号
）
の
施
行
の
日

七
第
一
条
中
地
方
税
法
附
則
第
三
十
三
条
第
五
項
の
改
正
規
定
（
「
令
和
六
年
六
月
三
十
日
」
を
「
令
和
八
年
三
月

三
十
一
日
」
に
、
「
令
和
五
年
分
」
を
「
令
和
七
年
分
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。
）
及
び
附
則
第
二
十
八
条
第
一
3

項

の
規
定
特
定
農
産
加
工
業
経
営
改
善
臨
時
措
囮
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
号
）

の
施
行
の
日

八
第
一
条
中
地
方
税
法
附
則
第
十
条
に
二
項
を
加
え
る
改
正
規
定
（
第
八
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
同
法
附

則
第
十
五
条
第
一
―
―
十
三
項
の
改
正
規
定
都
市
緑
地
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
甲
法
律
第

号
）
の
施
行
の
日

九
第
一
条
中
地
方
税
法
附
則
第
十
五
条
第
一
項
の
改
正
規
定
（
「
流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に
関
す

る
法
律
j

を
「
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
流
通
簗
務
総
合
効
率

化
促
進
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一
項
」
を
「
）
第
六
条
第
一
項
]
に

P

「
流
通
業
務
総
合
効
率
化
促
進
法
第
二
条

第
二
号
」
を
「
同
法
第
四
条
第
二
号
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に

関
す
る
法
律
及
び
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
号
)
の
施
行

:
[
／
□
口
[

第
三
条
新
法
第
十
六
条
の
四
第
四
項
の
規
定
は
、
二
号
施
行
日
以
後
に
さ
れ
る
同
条
第
1

項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に

つ
い
て
適
用
し
、
二
号
施
行
日
前
に
さ
れ
た
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
税
怯
面
附
則
第
二
十
条
及
び
第

二
十
九
条
に
お
い
て
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
つ
い
て
は
．
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

（
道
府
県
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
新
法
第
七
十
一
条
の
十
五
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
二
号
施
行
日
以
後
に
地
方
税
法
第
七
十
一
条
の

十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
が
到
来
す
る
道
府
県
民
税
の
利
千
割
に
つ
い
て
迎
用
し
、
二
号

施
行
日
前
に
当
該
提
出
期
限
が
到
来
し
た
道
府
県
民
税
の
利
子
割
に
つ
い
て
は
¥
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

2

新
法
第
七
十
一
条
の
三
十
六
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
―
一
号
施
行
日
以
後
に
地
方
税
法
第
七
十
一
条
の
二

十
一
第
二
項
に
規
定
す
る
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
が
到
来
す
る
道
府
県
民
税
の
配
当
割
に
つ
い
て
適
用
し
、
二
号

施
行
日
前
に
当
該
提
出
期
限
が
到
来
し
た
道
府
県
民
税
の
配
当
割
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
J

3

新
法
第
七
十
一
条
の
五
十
六
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
―
一
号
施
行
日
以
後
に
地
方
税
法
第
七
十
一
条
の
五

十
一
第
二
項
に
規
定
す
る
納
入
申
告
晋
の
提
出
期
限
が
到
来
す
る
道
府
県
民
税
の
株
式
等
譲
渡
所
得
割
に
つ
い
て
適

用
し
、
二
号
施
行
日
前
に
当
該
提
出
期
限
が
到
来
し
た
道
府
県
民
税
の
株
式
等
議
渡
所
得
割
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

4

別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
新
法
の
規
定
中
法
人
の
道
府
県
民
税
に
関
す
る
部
分
は
、
こ
の
法
律
の
施
行

の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
分
の
法
人
の
道
府
県
民
税
に
つ
い
て
適
用
し
‘
施

行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
分
の
法
人
の
道
府
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
2
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二
前
号
に
規
定
す
る
当
該
事
業
年
度
終
了
の
日
に
法
人
と
の
間
に
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
他
の
法
人
が
当
該
事

業
年
度
に
お
い
て
前
項
第
一
号
口
①
又
は
③
の
特
定
法
人
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
定
に
関
し

必
要
な
事
項
の
判
定
同
日
以
前
に
最
後
に
終
了
し
た
当
該
他
の
法
人
の
事
業
年
度
終
了
の
日
（
当
該
日
が
な

い
場
合
に
は
、
当
該
他
の
法
人
の
設
立
の
日
）

第
七
十
二
条
の
三
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
三
項
中
「
特
定
公
益
信
託
等
」
を
「
公
益
信
託
等
」
に
改
め
る
。

第
七
十
二
条
の
二
十
六
第
九
項
中
「
六
月
経
過
日
の
前
日
の
現
況
」
を
「
第
一
項
の
事
業
年
度
の
前
事
業
年
度
の

事
業
税
に
つ
い
て
同
号
イ
に
掲
げ
る
法
人
に
該
当
し
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
」
に
改
め
る
。

第
七
十
二
条
の
七
十
八
第
一
項
中
「
法
人
課
税
信
託
」
を
「
法
人
課
税
信
託
等
」
に
改
め
る
。

第
七
十
二
条
の
八
十
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
次
条
」
を
「
次
条
第
一
項
」
に
、
D

又
は
」
を

D
、
」
に
、
「
特
定
公

益
信
託
等
」
を
「
公
益
信
託
」
に
、
D

の
」
を
「
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
加
入
者
保
護
信
託
（
同
号
に

規
定
す
る
加
入
者
保
護
信
託
を
い
う
。
）
の
」
に
改
め
る
。

第
七
十
二
条
の
八
十
の
二
の
見
出
し
中
「
法
人
課
税
信
託
」
を
「
法
人
課
税
信
託
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中

「
の
受
託
者
」
を
「
又
は
公
益
信
託
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
法
人
課
税
信
託
等
」
と
い
う
。
）
の
受
託
者
」
に
、
「
法

人
課
税
信
託
の
信
託
資
産
等
」
を
「
法
人
課
税
信
託
等
の
信
託
資
産
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で

臼
｀
旱
□
〗
胃
｀
」
出
｀
ー
[
田
日
り
。
定
寄
一

附
則
第
三
条
の
二
の
三
を
削
る
。

則

三

条

の

二

の

四

第

一

項

中

」

を

第

二

項

」

に

「

十

一

項

」

を

「

第

十

一

ー

に

同

第
十
二
項
」
を
「
同
条
第
十
四
項
」
に
、
「
法
人
を
含
む
。
次
項
」
を
「
者
を
含
む
。
次
項
及
び
第
三
項
」
に
改
め
、

同
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

3

前
二
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
公
益
法
人
等
（
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る

に
限
る
。
）
に
対
す
る
法
人
税
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
三
十
八
条
第
二
項
第
二
号
中
「
係
る

の
」
と
あ
る
の
は
、
「
係
る
も
の
及
び
同
法
附
則
第
三
条
の
二
の
三
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
（
、

該
道
府
県
民
税
又
は
市
町
村
民
税
に
係
る
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
財
産
の
価
額
が
こ
れ
ら
の
規
定
に
規

す
る
当
該
公
益
法
人
等
の
各
事
業
年
度
の
所
得
の
金
額
の
計
算
上
益
金
の
額
に
算
入
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る

該
道
府
県
民
税
又
は
市
町
村
民
税
に
限
る
。
）
」
と
す
る
。

二
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
公
益
法
人
等
（
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る

に
限
る
。
）
に
対
す
る
第
九
条
の
四
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
事
由
」
と

る
の
は
、
「
事
由
又
は
公
益
信
託
に
関
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
号
）
第
三
十
三
条
第
三
項
の
規

に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
信
託
法
第
五
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
終
了
事
由
」
と
す
る
。

三
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
公
益
法
人
等
が
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す

公
益
信
託
の
受
託
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
公
益
信
託
の
受
託
者
が
二
以
上
あ
る
と
き
は
、
当
該
公

信
託
の
信
託
事
務
を
主
宰
す
る
受
託
者
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
主
宰
受
託
者
」
と
い
う
。
）
を
前
二
項
に

定
す
る
個
人
と
み
な
し
て
こ
れ
ら
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
主
宰
受
託
者
に
課
す

こ
れ
ら
の
規
定
の
財
産
に
係
る
道
府
県
民
税
又
は
市
町
村
民
税
の
所
得
割
に
つ
い
て
は
、
当
該
主
宰
受
託
者

p

外
の
受
託
者
は
、
そ
の
道
府
県
民
税
又
は
市
町
村
民
税
の
所
得
割
に
つ
い
て
、
連
帯
納
付
の
責
め
に
任
ず
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
四
を
附
則
第
三
条
の
二
の
三
と
す
る
。

附
則
第
八
条
の
三
の
三
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
事
業
税
の
納
税
義
務
者
等
の
特
例
）
」

を
付
し
、
同
条
第
一
項
中
「
次
項
」
を
「
次
項
第
一
号
」
に
、
「
同
条
第
二
項
」
を
「
同
条
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
八
条
の
三
の
四
新
た
な
事
業
の
創
出
及
び
産
業
へ
の
投
資
を
促
進
す
る
た
め
の
産
業
競
争
力
強
化
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
産

業
競
争
力
強
化
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
事
業
再
編

計
画
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
別
事
業
再
編
計
画
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
同
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
同

法
第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
特
別
事
業
再
編
事
業
者
で
あ
る
法
人
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
認

定
特
別
事
業
再
編
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
、
当
該
認
定
に
係
る
特
別
事
業
再
編
計
画
（
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
変
更
の
認
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
）
に
従
っ
て
行
う
同
法
第
二
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る

特
別
事
業
再
編
（
生
産
性
の
向
上
及
び
需
要
の
開
拓
に
特
に
資
す
る
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適

合
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
別
事
業
再
編
」
と
い
う
。
）
の
た
め
の
措
置
（
同
条
第
十
八
項

第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
措
置
に
限
る
。
）
と
し
て
他
の
法
人
の
株
式
若
し
く
は
出
資
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
株
式
等
」
と
い
う
。
）
の
取
得
を
し
、
又
は
他
の
法
人
の
株
式
を
譲
り
受
け
、
こ
れ
を
そ
の
取
得
又

は
譲
受
け
の
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
取
得
等
の
日
」
と
い
う
。
）
以
後
引
き
続
き
有
し
て
お
り
、
か
つ
、
取

得
等
の
日
以
後
継
続
し
て
当
該
他
の
法
人
と
の
間
に
完
全
支
配
関
係
（
法
人
税
法
第
二
条
第
十
二
号
の
七
の
六
に

規
定
す
る
完
全
支
配
関
係
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
あ
る
場
合
（
そ
の
取
得
又
は
譲
受
け
に
係

る
対
価
の
額
が
百
億
円
を
超
え
る
金
額
又
は
一
億
円
に
満
た
な
い
金
額
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
当
該

他
の
法
人
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
対
象
法
人
」
と
い
う
。
）
及
び
当
該
認
定
特
別
事
業
再
編
事
業
者
が
産
業
競

争
力
強
化
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
認
定
の
申
請
の
日
前
五
年
以
内
に
他
の
法
人
の
株
式
等
の
取
得
を
し
、

又
は
他
の
法
人
の
株
式
を
譲
り
受
け
、
こ
れ
を
そ
の
取
得
又
は
譲
受
け
の
日
以
後
引
き
続
き
有
し
て
お
り
、
か
つ
、

同
日
以
後
継
続
し
て
当
該
他
の
法
人
と
の
間
に
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
法
人
（
当
該
他

の
法
人
が
当
該
特
別
事
業
再
編
の
た
め
の
措
置
を
行
う
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
法
人
の
う
ち
総
務
省
令
で
定
め

る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
五
年
以
内
株
式
等
取
得
等
法
人
」
と
い
う
。
）
の
行
う
事
業
に
対
す
る

第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
対
象
法
人
又
は
五
年
以
内
株
式
等
取
得
等
法
人
の
取
得

等
の
日
を
含
む
事
業
年
度
か
ら
当
該
取
得
等
の
日
以
後
五
年
を
経
過
す
る
日
を
含
む
事
業
年
度
（
同
法
第
二
十
四

条
の
三
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
認
定
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に

は
、
そ
の
取
り
消
さ
れ
た
日
を
含
む
事
業
年
度
の
前
事
業
年
度
）
ま
で
の
各
事
業
年
度
分
の
事
業
税
に
限
り
、
第

七
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
口
①
及
び
②
中
「
二
億
円
を
超
え
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
、
「
二
億
円
を
超
え
る
も

の
（
附
則
第
八
条
の
三
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
対
象
法
人
及
び
同
項
に
規
定
す
る
五
年
以
内
株
式
等
取
得
等
法

人
を
除
く
。
）
」
と
す
る
。

2

前
項
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

附
則
第
八
条
の
四
を
削
り
、
附
則
第
八
条
の
五
を
附
則
第
八
条
の
四
と
す
る
。

附
則
第
九
条
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
九
条
の
三
削
除

（
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に

日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
地
方
税
法
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
）

第
四
条
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並

び
に
日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
地
方
税
法
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
表
中
「
自
動
車
（
次
条
」
を
「
自
動
車
（
次
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
七
項
」
に
、
「
軽
自
動
車
等
（
次

条
」
を
「
軽
自
動
車
等
（
次
条
第
一
項
及
び
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
よ
り
、
」
の
下
に
「
普
通
徴
収
又
は
」
を
加
え
、
同
条
中
第
二
項
を
第
七
項
と
し
、
第
一
項
の

次
に
次
の
五
項
を
加
え
る
。

2

前
項
の
規
定
に
よ
り
自
動
車
税
の
種
別
割
又
は
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
を
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
し
よ

う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
納
税
者
に
交
付
す
べ
き
納
税
通
知
書
は
、
遅
く
と
も
、
そ
の
納
期
限
前
十
日
ま
で
に
納

税
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

道
府
県
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
自
動
車
税
の
種
別
割
を
証
紙
徴
収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
し
よ
う
と
す
る
場

合
に
は
、
納
税
者
に
当
該
道
府
県
が
発
行
す
る
証
紙
を
も
つ
て
そ
の
税
金
を
払
い
込
ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
自
動
車
税
の
種
別
割
を
納
付
す
る
義
務
が
発
生
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
に
、
当
該
道

府
県
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
証
紙
の
額
面
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を
証
紙
代
金
収
納
計
器
で
表
示
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
又
は
証
紙
の
額
面
金
額
に
相
当
す
る
現
金
の
納
付
を
受
け
た
後
納
税
済
印
を
押
す
こ
と
に
よ
り
、

証
紙
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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附
則
第
四
十
五
条
第
一
項
の
表
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
一
項
第
一
号
の
項
中
「
第
十
九
項
」
を
「
第
二
十
一
項
l

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
四
項
ま
で
若
し
く
は
第
六
項
か
ら
第
十
項
ま
で
の
」
を
「
第
五
項
ま
で
若
し
く
は
第

七
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
]
に
改
め
、
同
項
の
表
附
則
第
五
条
の
四
第
一
項
第
一
号
の
項
中
「
第
九
項
」
を
「
第

十
項
」
に
改
め
、
同
表
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
一
項
第
一
号
の
項
中
「
第
四
項
ま
で
若
し
く
は
第
六
項
か
ら
第
十

項
ま
で
」
を
「
第
五
項
ま
で
若
し
く
は
第
七
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
の
表
附
則
第
五
条
の

四
の
二
第
五
項
第
一
号
の
項
中
「
第
十
九
項
」
を
「
第
二
十
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
四
項
ま
で
若
し

く
は
第
六
項
か
ら
第
十
項
ま
で
の
」
を
「
第
五
項
ま
で
若
し
く
は
第
七
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
」
に
改
め
、
同
項

の
表
附
則
第
五
条
の
四
第
六
項
第
一
号
の
項
中
「
第
九
項
」
を
「
第
十
項
」
に
改
め
、
同
表
附
則
第
五
条
の
四
の
一
―

第
五
項
第
一
号
の
項
中
「
第
四
項
ま
で
若
し
く
は
第
六
項
か
ら
第
十
項
ま
で
」
を
「
第
五
項
ま
で
若
し
く
は
第
七
項

か
ら
第
十
一
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

附
則
第
五
十
六
条
第
十
二
項
中
「
令
和
六
年
―
―
―
月
一
二
十
一
日
」
を
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

第
二
条
地
方
税
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
五
条
第
一
項
第
二
号
、
第
七
十
二
条
の
五
第
一
項
第
二
号
、
第
七
十
三
条
の
四
第
一
項
第
三
号
、
第
二
百

九
十
六
条
第
一
項
第
二
号
、
第
三
百
四
十
八
条
第
二
項
第
九
号
及
び
第
七
百
一
条
の
四
十
一
第
一
項
の
表
第
二
号
中

「
第
六
十
四
条
第
四
項
」
を
「
第
百
五
十
二
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
八
条
の
三
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
事
業
税
の
納
税
義
務
者
等
の
特
例
）

第
八
条
の
三
の
三
第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
条
第
一

項
第
一
号
口
中
「
一
億
円
以
下
の
も
の
l

と
あ
る
の
は
「
一
億
円
以
下
の
も
の
（
前
事
業
年
度
の
事
業
税
に
つ
い

て
イ
に
掲
げ
る
法
人
に
該
当
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
払
込
資
本
の
額
（
法
人
が
株
主
又
は
合
名
会
社
、
合
資
会
社

若
し
く
は
合
同
会
社
の
社
員
そ
の
他
法
人
の
出
資
者
か
ら
出
資
を
受
け
た
金
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
金
額
を
い

う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
十
億
円
を
超
え
る
も
の
を
除
く
。
）
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
一
億
円
以
下
の
法
人

で
あ
る
か
ど
う
か
」
と
あ
る
の
は
「
一
億
円
以
下
の
法
人
で
あ
る
か
ど
う
か
、
払
込
資
本
の
額
が
十
億
円
を
超
え

る
法
人
で
あ
る
か
ど
う
か
」
と
す
る
。

2

第
七
十
二
条
の
二
十
六
第
九
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
項
中
「
六
月
経
過
日
の
前
日
の

現
況
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
一
項
の
事
業
年
度
の
前
事
業
年
度
の
事
業
税
に
つ
い
て
同
号
イ
に
掲
げ
る
法
人
に
該
当

し
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
」
と
す
る
。

附
則
第
九
条
中
第
二
十
四
項
を
第
二
十
五
項
と
し
、
第
十
七
項
か
ら
第
二
十
三
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、

同
条
第
十
六
項
中
「
同
じ
。
）
」
の
下
に
「
及
び
第
十
四
項
（
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を

含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
「
第
十
三
項
の
」
を
「
第
十
一
二
項
又
は
第
十
四
項
の
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
十
七
項
と
し
、
同
条
第
十
五
項
中
「
第
十
三
項
」
を
「
第
十
三
項
及
び
第
十
四
項
」
に
、
「
同
項
」
を

「
こ
れ
ら
の
規
定
」
に
、
「
第
十
五
項
l

を
「
第
十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
六
項
と
し
、
同
条
第
十
四
項

中
「
前
項
l

を
「
前
―
一
項
」
に
、
「
同
項
」
を
「
こ
れ
ら
の
規
定
」
に
、
「
労
働
者
派
遣
（
次
項
」
を
「
労
働
者
派
遣
（
労

働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
号
」
に
、
「
船
員
派

遣
（
次
項
」
を
「
船
員
派
遣
（
船
員
職
業
安
定
法
第
六
条
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
五
項
と
し
、
同

条
第
十
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

14

第
七
十
二
条
の
―
―
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
第
三
号
イ
に
掲
げ
る
法
人
並
び
に
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
業
を
行

う
法
人
（
こ
れ
ら
の
法
人
が
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
二
条
の
十
二
の
五
第
三
項
に
規
定
す
る
中
小
企
業
者
等
に

該
当
す
る
場
合
に
限
る
。
）
に
対
す
る
事
業
税
の
付
加
価
値
割
の
課
税
標
準
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
令
和
七
年
四
月

一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
一
―
-
+
―
日
ま
で
の
間
に
開
始
す
る
各
事
業
年
度
（
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
事
業

年
度
、
同
法
第
四
十
二
条
の
十
二
の
五
第
五
項
第
一
号
に
規
定
す
る
設
立
事
業
年
度
、
解
散
（
合
併
に
よ
る
解
散

を
除
く
。
）
の
日
を
含
む
事
業
年
度
及
び
消
算
中
の
各
事
業
年
度
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
分
の
事

業
税
に
限
り
、
当
該
法
人
の
同
法
第
四
十
二
条
の
十
二
の
五
第
五
項
第
九
号
に
規
定
す
る
雇
用
者
給
与
等
支
給
額

か
ら
当
該
法
人
の
同
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
比
較
雁
用
者
給
与
等
支
給
額
を
控
除
し
た
金
額
の
当
該
比
較
雇
用

者
給
与
等
支
給
額
に
対
す
る
割
合
が
百
分
の
一
•
五
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
各
事
業
年
度
の
付
加
価
値
額
か
ら
、

当
該
法
人
の
同
項
第
六
号
に
規
定
す
る
控
除
対
象
雇
用
者
給
与
等
支
給
増
加
額
に
、
第
七
十
二
条
の
十
五
第
一
項

に
規
定
す
る
各
事
業
年
度
の
報
酬
給
与
額
か
ら
第
七
十
二
条
の
二
十
第
二
項
に
規
定
す
る
雇
用
安
定
控
除
額
を
控

除
し
た
額
を
当
該
報
酬
給
与
額
で
除
し
て
計
算
し
た
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
控
除
す
る
C
-

附
則
第
十
二
条
の
二
の
七
第
一
項
第
一
号
中
「
船
舶
の
使
用
者
」
を
「
船
舶
（
政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
の

i
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使
用
者
」
に
改
め
る
。

＿
第
三
条
地
方
税
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

剛
―
十
七
条
の
二
第
一
1
1
-＝
一
号
中
「
及
び
鄭
コ
司
図
〗
掲
げ
る
寄
靡
金

7
剛
剣
罰
コ
叩
叫
如
姐
口
い
田
剛
如
町
凱

金
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。
）
並
び
に
l

を
「
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
寄
附
金
及
び
]
に
改
め
る
。

第
七
十
―
一
条
の
二
第
一
項
第
一
号
口
中
「
並
び
に
こ
れ
ら
の
法
人
」
を
「
（
以
下
口
に
お
い
て
「
所
得
等
課
税
法
人
」

と
い
う
。
）
並
び
に
所
得
等
課
税
法
人
」
に
改
め
、
「
有
し
な
い
も
の
j

の
下
に
「
（
所
得
等
課
税
法
人
以
外
の
法
人
の
う

ち
次
に
掲
げ
る
法
人
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
号
口
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

田
特
定
法
人
（
払
込
資
本
の
額
（
法
人
が
株
主
又
は
合
名
会
社
、
合
資
会
社
若
し
く
は
合
同
会
社
の
社
員

そ
の
他
法
人
の
出
資
者
か
ら
出
資
を
受
け
た
金
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
金
額
を
い
う
。
以
下
田
及
び
図

に
お
い
て
同
じ
。
）
が
万
十
億
円
を
超
え
る
法
人
（
口
に
掲
げ
る
法
人
を
除
く
＼
。
）
及
び
保
険
業
法
に
規
定
す

る
相
互
会
社
（
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
含
む
。
）
を
い
う
。
以
下
山
及
び
叫
に

お
い
て
同
じ
。
）
と
の
間
に
当
該
特
定
法
人
に
よ
る
完
全
支
配
関
係
（
法
人
悦
法
第
二
条
第

t
―
一
号
の
七
の

六
に
規
定
す
る
完
全
支
配
関
係
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
あ
る
法
人

の
う
ち
払
込
資
本
の
額
（
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
四
号
）
の
公
布
の

日
以
後
に
当
該
法
人
と
当
該
特
定
法
人
と
の
間
に
完
全
支
配
関
係
（
当
該
法
人
以
外
の
特
定
法
人
に
よ
る

完
全
支
配
関
係
に
限
る
。
）
が
あ
る
場
合
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
法
人
が
剰
余
金
の

配
当
（
払
込
資
本
の
額
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
額
の
減
少
に
伴
う
も
の
に
限
る
。
以
下
①
及
び
図
に
お
い

て
同
じ
。
）
又
は
出
資
の
払
戻
し
を
し
た
と
き
は
、
当
該
剰
余
金
の
配
当
又
は
出
資
の
払
戻
し
に
よ
り
減
少

し
た
払
込
資
本
の
額
を
加
算
し
た
額
）
が
一
＿
億
円
を
超
え
る
も
の

②
法
人
と
の
間
に
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
全
て
の
特
定
法
人
が
有
す
る
株
式
及
び
出
資
の
全
郊
を
当
該
全

て
の
特
定
法
人
の
う
ち
い
ず
れ
か
一
の
も
の
が
有
す
る
も
の
と
み
な
し
た
場
合
に
お
い
て
当
該
い
ず
れ
か

一
の
も
の
と
当
該
法
人
と
の
間
に
当
該
い
ず
れ
か
一
の
も
の
に
よ
る
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
こ
と
と
な
る

と
き
の
当
該
法
人
の
う
ち
払
込
資
本
の
額
（
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
払
律
（
令
和
六
年
法
律
第

四
号
）
の
公
布
の
日
以
後
に
、
特
定
親
法
人
（
当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
当
該
法
人
と
他
の
法
人
と
の
問

に
当
該
他
の
法
人
に
よ
る
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
法
人
を
い
う
。
以
下
②
に
お

い
て
同
じ
。
）
と
当
該
法
人
と
の
間
に
当
該
特
定
親
法
人
に
よ
る
完
全
支
配
関
係
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
法

人
と
の
間
に
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
全
て
の
特
定
法
人
が
有
す
る
株
式
及
び
出
資
の
全
部
を
当
該
全
て
の

特
定
法
人
の
う
ち
い
ず
れ
か
一
の
も
の
が
有
す
る
も
の
と
み
な
し
た
場
合
に
お
い
て
当
該
い
ず
れ
か
一
の

も
の
と
当
該
法
人
と
の
間
に
当
該
い
ず
れ
か
一
の
も
の
に
よ
る
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
こ
と
と
な
る
と
き

そ
の
他
政
令
で
定
め
る
場
合
に
、
当
該
法
人
が
剰
余
金
の
配
当
又
は
出
資
の
払
戻
し
を
し
た
と
き
は
、
当

該
剰
余
金
の
配
当
又
は
出
資
の
払
戻
し
に
よ
り
減
少
し
た
払
込
資
本
の
額
を
加
算
し
た
額
）
が
一
一
億
円
を

超
え
る
も
の

(mに
掲
げ
る
法
人
を
除
く
。
）

第
七
十
二
条
の
二
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

2

前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
判
定
は
、
鴫
当
該
各
号
に
定
め
る

H
の
現
況
に

よ
る
も
の
と
す
る
。

一
資
本
金
の
額
又
は
出
資
金
の
額
が
一
億
円
以
下
の
法
人
で
あ
る
か
ど
う
か
及
び
資
本
又
は
出
資
を
有
し
な
い

法
人
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
定
並
び
に
前
項
第
一
号
口
①
又
は
図
に
掲
げ
る
法
人
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
か

ど
う
か
の
判
定
に
関
し
必
要
な
事
項
の
判
定
（
次
号
に
掲
げ
る
判
定
を
除
く
。
）
当
該
事
業
年
度
終
了
の
日
（
第

七
十
二
条
の
二
十
六
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
申
告
納
付
す
べ
き
事
業
税
に
あ
っ
て
は
同
項
に
規
定
す

る
六
月
経
過
日
の
前
日
、
第
七
十
二
条
の
二
十
九
第
一
項
、
第
三
項
又
は
第
五
瑣
の
規
定
に
よ
り
中
告
納
付
す

べ
き
事
業
税
に
あ
っ
て
は
そ
の
解
散
の
日
）



-120-

--0123456789

41 令和6年3月30日 土曜日 官 報 （号外特第28号）

令
和
六
年
三
月
三
十
日

御

名

御

璽

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

を
改
正
す
る
法
律

（
地
方
税
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
並
び
に
第
十
一
条
第
一
項
及
び
第
五
項
中
「
第
十
一
条
の
九
」
を
「
第
十
一
条
の
十
」
に
改
め
る
。

第
一
章
第
四
節
中
第
十
一
条
の
九
を
第
十
一
条
の
十
と
し
、
第
十
一
条
の
八
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
地
方
団
体
の
徴
収
金
を
免
れ
た
株
式
会
社
の
役
員
等
の
第
二
次
納
税
義
務
）

第
十
一
条
の
九
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
地
方
団
体
の
徴
収
金
を
免
れ
、
又
は
地
方
団
体
の
徴
収
金
の
還

付
を
受
け
た
株
式
会
社
、
合
資
会
社
又
は
合
同
会
社
が
そ
の
地
方
団
体
の
徴
収
金
を
納
付
し
、
又
は
納
入
し
て
い

な
い
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
株
式
会
社
、
合
資
会
社
又
は
合
同
会
社
に
対
し
滞
納
処
分
を
し
て
も
な
お
そ
の
徴
収

す
べ
き
額
に
不
足
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
（
合
資
会
社
に
あ
っ
て
は
、
第
十
一
条
の
二
の
無
限
責
任
社
員
に
対

し
滞
納
処
分
を
し
て
も
な
お
そ
の
徴
収
す
べ
き
額
に
不
足
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
る
。
）
は
、
そ
の
偽
り
そ

の
他
不
正
の
行
為
を
し
た
そ
の
株
式
会
社
の
役
員
又
は
そ
の
合
資
会
社
若
し
く
は
合
同
会
社
の
業
務
を
執
行
す
る
，

有
限
責
任
社
員
（
そ
の
役
員
又
は
有
限
責
任
社
員
を
判
定
の
基
礎
と
な
る
株
主
又
は
社
員
と
し
て
選
定
し
た
場
合

に
そ
の
株
式
会
社
、
合
資
会
社
又
は
合
同
会
社
が
法
人
税
法
第
六
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
会
社
に
該
当
す
る

場
合
に
お
け
る
そ
の
役
員
又
は
有
限
責
任
社
員
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
役
員
等
」
と
い
う
。
）
は
、

そ
の
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
免
れ
、
若
し
く
は
還
付
を
受
け
た
地
方
団
体
の
徴
収
金
の
額
又
は
そ
の
株

式
会
社
、
合
資
会
社
若
し
く
は
合
同
会
社
の
財
産
の
う
ち
、
そ
の
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
が
あ
っ
た
時
以
後
に
、

そ
の
特
定
役
員
等
が
移
転
を
受
け
た
も
の
及
び
そ
の
特
定
役
員
等
が
移
転
を
し
た
も
の
（
そ
の
株
式
会
社
、
合
資

会
社
又
は
合
同
会
社
の
取
引
の
内
容
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
、
当
該
取
引
の
相
手
方
と
の
間
で
通
常
の
取
引

の
条
件
に
従
つ
て
行
わ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
そ
の
株
式
会
社
、
合
資
会
社
又
は
合
同
会
社
の
各
事
業
年
度
の
収
益

に
係
る
売
上
原
価
、
販
売
費
又
は
一
般
管
理
費
の
額
の
基
因
と
な
る
取
引
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
取
引
と
し
て

移
転
を
し
た
も
の
を
除
く
。
）
の
価
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額
を
限
度
と
し
て
、
当
該
滞
納
に
係
る
地
方
団
体
の
徴
収

金
の
第
二
次
納
税
義
務
を
負
う
。

第
十
六
条
の
四
第
四
項
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
六
月
」
を
「
一
年
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
項
に
後
段
と
し
て

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
項
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
一
年
」
と
あ
る
の
は
、
「
六
月
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
第
四
号
イ
及
び
口
中
「
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
及
び
第
十
二
項
」
を
「
第
十
三
項
か
ら
第

十
五
項
ま
で
及
び
第
二
十
三
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
三
条
第
二
十
三
項
中
「
法
人
で
、
」
の
下
に
「
当
該
事
業
年
度
の
中
間
期
間
（
同
法
第
八
十
条
第
五
項
又
は

第
百
四
十
四
条
の
十
三
第
十
一
項
に
規
定
す
る
中
間
期
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
か
ら
第
二
十
五
項
ま
で
に
お
い
て

同
じ
。
）
又
は
」
を
加
え
、
「
又
は
中
間
期
間
（
同
法
第
八
十
条
第
五
項
又
は
第
百
四
十
四
条
の
十
三
第
十
一
項
に
規
定

す
る
中
間
期
間
を
い
う
。
次
項
及
び
第
二
十
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
「
若
し
く
は
中
間
期
間
」
に
改
め
、
同
条

第
二
十
六
項
中
「
法
人
に
つ
い
て
、
」
の
下
に
「
当
該
事
業
年
度
の
中
間
期
間
（
同
法
第
八
十
条
第
五
項
に
規
定
す
る

中
間
期
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
か
ら
第
二
十
九
項
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
」
を
加
え
、
「
又
は
中
間
期
間
（
同

法
第
八
十
条
第
五
項
に
規
定
す
る
中
間
期
間
を
い
う
。
次
項
か
ら
第
二
十
九
項
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
「
若
し

く
は
中
間
期
間
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
七
項
中
「
開
始
す
る
」
を
「
終
了
す
る
」
に
改
め
る
。

岸

田

文

雄

第
七
十
一
条
の
十
五
第
一
項
中
「
納
入
申
告
書
」
の
下
に
「
又
は
第
二
十
条
の
九
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
更
正

請
求
書
（
次
項
に
お
い
て
「
更
正
請
求
書
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
「
同
項
」
を
「
前
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第

二
項
中
「
を
し
た
」
を
「
を
し
、
若
し
く
は
更
正
請
求
書
を
提
出
し
た
」
に
改
め
る
。

第
七
十
一
条
の
三
十
六
第
一
項
中
「
納
入
申
告
書
」
の
下
に
「
又
は
第
二
十
条
の
九
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
更

正
請
求
書
（
次
項
に
お
い
て
「
更
正
請
求
書
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
「
同
項
に
」
を
「
前
条
第
一
項
に
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
を
し
た
」
を
「
を
し
、
若
し
く
は
更
正
請
求
書
を
提
出
し
た
」
に
改
め
る
。

第
七
十
一
条
の
五
十
六
第
一
項
中
「
納
入
申
告
書
」
の
下
に
「
又
は
第
二
十
条
の
九
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
更

正
請
求
書
（
次
項
に
お
い
て
「
更
正
請
求
書
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
「
同
項
に
」
を
「
前
条
第
一
項
に
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
を
し
た
」
を
「
を
し
、
若
し
く
は
更
正
請
求
書
を
提
出
し
た
」
に
改
め
る
。

第
七
十
二
条
の
五
第
一
項
第
七
号
中
「
及
び
金
融
経
済
教
育
推
進
機
構
」
を
「
、
金
融
経
済
教
育
推
進
機
構
及
び

脱
炭
素
成
長
型
経
済
構
造
移
行
推
進
機
構
」
に
改
め
る
。

第
七
十
二
条
の
二
十
三
第
二
項
中
「
法
人
税
法
」
の
下
に
「
第
二
十
七
条
、
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
第
二
号
中
「
若

し
く
は
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
法
附
則
第
九
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
生
活

保
護
法
の
規
定
に
基
づ
く
介
護
扶
助
の
た
め
の
介
護
（
同
法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
施
設
介
護
の

う
ち
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
同
項
第
四
号
中
「
若
し
く
は
同
法
」
｛

を
「
又
は
同
法
」
に
改
め
、
「
又
は
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附

則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に

ビ
ス
費
を
支
給
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
被
保
険
者
に
係
る

よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
施
設
介
護
サ
ー

指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
当
該
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
の
算
定
に
係
る
当
該
指
定
介
護
療
養
施
設

サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
と
し
て
同
法
の
規
定
に
よ
り
定
め
る
金
額
に
相
当
す
る
部
分
」
を
削
る
。

第
七
十
二
条
の
四
十
七
第
一
項
中
「
提
出
し
、
又
は
」
を
「
提
出
し
、
」
に
、
「
提
出
し
た
」
を
「
提
出
し
、
又
は
第

二
十
条
の
九
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
更
正
請
求
書
（
次
項
に
お
い
て
「
更
正
請
求
書
」
と
い
う
。
）
を
提
出
し
た
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
を
し
、
若
し
く
は
」
を
「
を
し
、
」
に
、
「
提
出
し
た
」
を
「
提
出
し
、
若
し
く
は
更
正
請

求
書
を
提
出
し
た
」
に
改
め
る
。

第
七
十
二
条
の
七
十
六
中
「
事
業
所
統
計
」
を
「
経
済
構
造
統
計
（
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
」
に
改

め
る
。第
七
十
二
条
の
七
十
八
第
二
項
第
一
号
中
「
こ
の
項
」
の
下
に
「
及
び
第
七
十
二
条
の
八
十
の
三
」
を
加
え
る
。

第
七
十
二
条
の
八
十
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
特
定
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
を
介
し
て
行
う
電
気
通
信
利
用
役
務
の
提
供
に
関
す
る
こ
の
節
の
規
定
の
適

用）

第
七
十
二
条
の
八
十
の
三
消
費
税
法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
の
二
に
規
定
す
る
国
外
事
業
者
が
国
内
に
お
い
て
行

う
同
項
第
八
号
の
三
に
規
定
す
る
電
気
通
信
利
用
役
務
の
提
供
（
同
項
第
八
号
の
四
に
規
定
す
る
事
業
者
向
け
電

気
通
信
利
用
役
務
の
提
供
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
電
気
通
信
利
用
役
務
の
提
供
」

と
い
う
。
）
が
同
法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
介
し
て
行
わ
れ
る
も
の

で
あ
っ
て
、
そ
の
対
価
に
つ
い
て
同
項
に
規
定
す
る
特
定
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
特
定
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
」
と
い
う
。
）
を
介
し
て
収
受
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
特
定
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
が
当
該
電
気
通
信
利
用
役
務
の
提
供
を
行
っ
た
も
の
と
み
な
し
て
、
こ
の
節
の
規
定
を
適
用

す
る
。

第
七
十
二
条
の
八
十
八
第
一
項
中
「
第
三
項
並
び
に
第
七
十
二
条
の
九
十
三
第
二
項
及
び
第
四
項
」
を
「
以
下
こ

の
款
」
に
改
め
る
。

第
七
十
二
条
の
九
十
五
第
一
項
第
二
号
中
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
、
「
還
付
」
を
「
還
付
を
受
け
、
又
は
第

七
十
二
条
の
九
十
三
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
更
正
に
よ
る
還
付
（
更
正
の
請
求
に
基
づ
く
更
正
に

よ
る
も
の
に
限
る
。
）
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
申
告
書
」
を
「
申
告
書
又
は
第
二
十
条
の
九
の
三
第
三
項
に
規

定
す
る
更
正
請
求
書
（
第
七
十
二
条
の
九
十
三
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
更
正
に
よ
る
還
付
の
う
ち
譲
渡

割
の
中
間
納
付
額
に
係
る
も
の
以
外
の
も
の
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）
」
に
、
「
者
に
係
る
も
の
」
を
「
場

合
」
に
改
め
る
。



-121-

--0123456789

63 令和 5年3月31日 金曜日 官 報 （号外特第25号）

七
百
一
条
の
七
、
第
七
百
一
条
の
十
二
、
第
七
百
一
条
の
十
三
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
七
百
一
条
の
十
九
、
第

七
百
一
条
の
二
十
、
第
七
百
一
条
の
三
十
六
第
一
項
、
第
七
百
一
条
の
三
十
八
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
七
百
一

条
の
五
十
三
第
一
項
、
第
七
百
一
条
の
五
十
六
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
七
百
一
条
の
六
十
一
、
第
七
百
一
条
の

六
十
二
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
七
百
一
条
の
六
十
六
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
七
百
一
条
の
六
十
七
第
一
項
、

第
七
百
八
条
、
第
七
百
十
条
、
第
七
百
十
五
条
、
第
七
百
二
十
一
条
、
第
七
百
二
十
二
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、

第
七
百
二
十
四
条
、
第
七
百
二
十
九
条
、
第
七
百
三
十
条
、
第
七
百
三
十
三
条
の
五
、
第
七
百
三
十
三
条
の
七
、

第
七
百
三
十
三
条
の
十
一
、
第
七
百
三
十
三
条
の
十
八
、
第
七
百
三
十
三
条
の
十
九
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
七

百
三
十
三
条
の
二
十
一
、
第
七
百
三
十
三
条
の
二
十
五
、
第
七
百
三
十
三
条
の
二
十
六
並
び
に
第
七
百
五
十
六
条

の
改
正
規
定
並
び
に
同
法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
十
一
の
改
正
規
定
、
同
法
附
則
第
十
二
条
の
五
の
改
正
規
定
（
同

条
第
一
項
中
「
、
第
三
項
、
第
五
項
又
は
第
六
項
」
及
び
「
か
ら
第
六
項
ま
で
」
を
「
又
は
第
三
項
」
に
改
め
る

部
分
を
除
く
。
）
、
同
法
附
則
第
二
十
九
条
の
九
の
改
正
規
定
、
同
法
附
則
第
三
十
条
の
二
の
改
正
規
定
（
同
条
第

一
項
中
「
、
第
七
項
及
び
第
八
項
」
を
削
り
、
「
第
八
項
ま
で
」
を
「
第
四
項
ま
で
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。
）
並

び
に
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
三
及
び
第
六
十
三
条
第
四
項
の
改
正
規
定
並
び
に
第
五
条
及
び
第
七
条
（
特
別
法

人
事
業
税
及
び
特
別
法
人
事
業
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
第
二
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
十
五
条
第
三
項
の
改
正
規

定
を
除
く
。
）
の
規
定
並
び
に
次
条
並
び
に
附
則
第
四
条
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま
で
、
第
六
条
第
四
項
、
第
八
条
、

第
九
条
、
第
十
条
第
二
項
、
第
十
一
条
第
三
項
、
第
六
項
及
び
第
八
項
、
第
十
三
条
、
第
十
四
条
第
五
項
及
び
第

六
項
、
第
十
七
条
第
三
項
、
第
六
項
及
び
第
八
項
、
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
四
条
ま
で
、
第
二
十
六
条
並
び
に
第

二
十
七
条
の
規
定
令
和
六
年
1

月
一
日

二
第
一
条
中
地
方
税
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
四
号
イ
の
改
正
規
定
（
「
第
七
項
、
第
八
項
及
び
第
十
一
項
」
を
「
第

七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
及
び
第
十
二
項
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。
）
、
同
法
第
七
十
三
条
の
八
の
改
正
規
定
、
同

法
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
四
号
イ
の
改
正
規
定
（
「
第
七
項
、
第
八
項
及
び
第
十
一
項
」
を
「
第
七
項
か
ら
第

九
項
ま
で
及
び
第
十
二
項
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。
）
並
び
に
同
法
第
三
百
四
十
八
条
第
二
項
第
四
十
四
号
、
第

三
百
四
十
九
条
の
三
第
三
十
二
項
、
第
三
百
五
十
三
条
並
び
に
第
三
百
九
十
六
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
改
正
規

定
並
び
に
附
則
第
七
条
第
二
項
及
び
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
令
和
六
年
四
月
一
日

三
第
一
条
中
地
方
税
法
第
四
十
五
条
の
三
の
二
、
第
三
百
十
七
条
の
三
の
二
、
第
三
百
四
十
九
条
の
四
第
七
項
及

び
第
八
項
、
第
三
百
九
十
三
条
並
び
に
第
七
百
六
十
二
条
第
一
号
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
四
条
第
三
項
、
第

十
四
条
第
三
項
及
び
第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
令
和
七
年
一
月
一
日

四
第
二
条
（
次
号
及
び
第
十
二
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
並
び
に
附
則
第
十
二
条
及
び
第
十
八
条
の
規
定

令
和
七
年
四
月
一
日

五
第
二
条
中
地
方
税
法
第
三
十
四
条
第
一
項
第
十
号
の
二
及
び
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
第
十
号
の
二
の
改
正

規
定
並
び
に
附
則
第
五
条
及
び
第
十
五
条
の
規
定
令
和
八
年
一
月
一
日

六
第
一
条
中
地
方
税
法
第
七
十
二
条
の
十
三
及
び
第
七
十
二
条
の
二
十
六
第
一
項
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
六

条
第
二
項
の
規
定
土
地
改
良
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
九
号
）
附
則
第
一
条
た
だ
し
書

に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日

七
第
一
条
中
地
方
税
法
第
百
四
十
四
条
の
三
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
法
第
百
四
十
四
条
の
六
の
次
に
一

条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
法
第
百
四
十
四
条
の
三
十
二
の
改
正
規
定
、
同
法
第
百
四
十
八
条
に
一
項
を
加
え
る

改
正
規
定
及
び
同
法
第
四
百
四
十
五
条
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
同
法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
七
の
改

正
規
定
並
び
に
附
則
第
十
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
十
一
条
第
二
項
並
び
に
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
日
本

国
の
自
衛
隊
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
防
軍
と
の
間
に
お
け
る
相
互
の
ア
ク
セ
ス
及
び
協
力
の
円
滑
化
に
関
す
る
日

本
国
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
間
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日

八
第
一
条
中
地
方
税
法
附
則
第
十
条
第
四
項
及
び
第
十
四
条
第
一
項
の
改
正
規
定
道
路
整
備
特
別
措
置
法
及
び

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第

号
）
の
施
行
の
日

九
第
一
条
中
地
方
税
法
附
則
第
十
五
条
に
二
項
を
加
え
る
改
正
規
定
（
第
四
十
六
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
地

域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
号
）

附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

十
第
一
条
中
地
方
税
法
附
則
第
十
五
条
第
十
八
項
の
改
正
規
定
（
「
第
二
十
四
条
第
七
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
八

項
（
同
法
第
二
十
九
条
の
九
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
地
域
公
共
交
通

の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
号
）
の
施
行
の
日

十
一
第
一
条
中
地
方
税
法
第
七
百
四
十
七
条
の
五
及
び
第
七
百
四
十
七
条
の
十
三
の
改
正
規
定
所
得
税
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
四
号
）
附
則
第
一
条
第
八
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

-＋じ>」い[汀五五にい且し[[日
t
い
闘
彗
[
Bに
附
則
第
三
条
の
規
定
公
布
一

（
徴
収
猶
予
の
申
請
手
続
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
税
法
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。
）
第
十
五
条
の
二
の
規
定
は
、
前
条

第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
「
一
号
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
申
請
さ
れ
る
地
方
税
法
第
十
五
条

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
の
猶
予
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
徴
収
の
猶
予
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て

適
用
し
、
一
号
施
行
日
前
に
申
請
さ
れ
た
徴
収
の
猶
予
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

「畠言`
＂彗疇這＂戸贔后汀且讀戸昇"-

（
道
府
県
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
新
法
第
三
十
三
条
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
発
生
す
る
同

条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
非
常
災
害
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

2

施
行
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
効
力
を
生
ず
る
新
法
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
指
定
に
係
る
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
四
号
中
「
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
受
け
よ
う
と
す
る
指

定
の
効
力
を
生
ず
る
日
前
一
年
以
内
」
と
あ
る
の
は
、
「
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
受
け
よ
う

と
す
る
指
定
の
効
力
を
生
ず
る
日
の
前
日
ま
で
の
間
」
と
す
る
。

3

新
法
第
四
十
五
条
の
三
の
二
第
一
1

項
の
規
定
は
、
令
和
七
年
一
月
一
日
以
後
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
地
方
税
法
第

四
十
五
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
給
与
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
給
与
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
提
出

す
る
同
法
第
四
十
五
条
の
三
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
支
払
を
受
け
る
べ

き
給
与
に
つ
い
て
提
出
し
た
同
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

4

新
法
第
七
十
一
条
の
十
四
第
二
項
か
ら
第
八
項
ま
で
及
び
第
七
十
一
条
の
十
五
第
三
項
の
規
定
は
、
一
号
施
行
日

以
後
に
地
方
税
法
第
七
十
一
条
の
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
が
到
来
す
る
道
府
県
民
税
の

利
子
割
に
つ
い
て
適
用
し
、
一
号
施
行
日
前
に
当
該
提
出
期
限
が
到
来
し
た
道
府
県
民
税
の
利
子
割
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
一
号
施
行
日
前
に
当
該
提
出
期
限
が
到
来
し
た
道
府
県
民
税
の
利

子
割
に
係
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
税
法
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
七
十
一
条
の
十
四
の
不
申

告
加
算
金
（
同
条
第
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
旧
法
第
七
十
一
条
の
十
五
の
重
加
算
金
（
同

条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
新
法
第
七
十
一
条
の
十
四
第
五
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定

不
申
告
加
算
金
等
と
み
な
す
。

5

新
法
第
七
十
一
条
の
三
十
五
第
三
項
か
ら
第
九
項
ま
で
及
び
第
七
十
一
条
の
三
十
六
第
三
項
の
規
定
は
、
一
号
施

行
日
以
後
に
地
方
税
法
第
七
十
一
条
の
三
十
一
第
二
項
に
規
定
す
る
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
が
到
来
す
る
道
府
県

民
税
の
配
当
割
に
つ
い
て
適
用
し
、
一
号
施
行
日
前
に
当
該
提
出
期
限
が
到
来
し
た
道
府
県
民
税
の
配
当
割
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
一
号
施
行
日
前
に
当
該
提
出
期
限
が
到
来
し
た
道
府
県
民

税
の
配
当
割
に
係
る
旧
法
第
七
十
一
条
の
三
十
五
の
不
申
告
加
算
金
（
同
条
第
六
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
も
の
を

除
く
。
）
又
は
旧
法
第
七
十
一
条
の
三
十
六
の
重
加
算
金
（
同
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、

新
法
第
七
十
一
条
の
三
十
五
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
不
申
告
加
算
金
等
と
み
な
す
。

6

新
法
第
七
十
一
条
の
五
十
五
第
三
項
か
ら
第
九
項
ま
で
及
び
第
七
十
一
条
の
五
十
六
第
三
項
の
規
定
は
、
一
号
施

行
日
以
後
に
地
方
税
法
第
七
十
一
条
の
五
十
一
第
二
項
に
規
定
す
る
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
が
到
来
す
る
道
府
県

民
税
の
株
式
等
譲
渡
所
得
割
に
つ
い
て
適
用
し
、
一
号
施
行
日
前
に
当
該
提
出
期
限
が
到
来
し
た
道
府
県
民
税
の
株

式
等
譲
渡
所
得
割
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
一
号
施
行
日
前
に
当
該
提
出
期
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年
目
｀
m冒
胃
｀
L
-（＂
｀
律
は
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
当
該
各
号
一

は
提
出
し
た
と
き
。

5

前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
国
税
徴
収
法
第
九
十
九
条
の
二
（
同
法
第
百
九
条
第
四
項
に
一
第
一
条
中
地
方
税
法
第
十
五
条
の
二
、
第
十
五
条
の
六
の
二
第
三
項
、
第
十
七
条
の
五
第
六
項
、
第
二
十
二
条

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
例
に
よ
り
道
府
県
知
事
に
対
し
て
陳
述
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
虚
の
二
第
一
項
、
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
七
条
第
一
項
、
第
三
十
条
、
第
六
十
九
条
、
第
七
十
条
、
第

偽
の
陳
述
を
し
た
者
は
、
六
月
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
七
十
一
条
の
十
四
、
第
七
十
一
条
の
十
五
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
七
十
一
条
の
十
六
第
一
項
、
第
七
十
一
条
の

6

法
人
（
法
人
で
な
い
社
団
又
は
財
団
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
の
あ
る
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
二
十
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
七
十
一
条
の
二
十
一
第
一
項
、
第
七
十
一
条
の
三
十
五
、
第
七
十
一
条
の
三
十
六

お
い
て
同
じ
。
）
の
代
表
者
（
当
該
社
団
又
は
財
団
の
代
表
者
又
は
管
理
人
を
含
む
。
）
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
七
十
一
条
の
三
十
七
第
一
項
、
第
七
十
一
条
の
四
十
一
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
七
十

一
条
の
四
十
二
第
一
項
、
第
七
十
一
条
の
五
十
五
、
第
七
十
一
条
の
五
十
六
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
七
十
一
条

の
五
十
七
第
一
項
、
第
七
十
一
条
の
六
十
一
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
七
十
一
条
の
六
十
二
第
一
項
、
第
七
十
二

代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
又
は
財
産
に
関
し
て
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま

条
の
八
、
第
七
十
二
条
の
十
、
第
七
十
二
条
の
四
十
六
、
第
七
十
二
条
の
四
十
七
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
七
十

で
の
違
反
行
為
を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
、
当
該
各
項
の

二
条
の
四
十
九
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
七
十
二
条
の
四
十
九
の
十
、
第
七
十
二
条
の
五
十
六
、
第
七
十
二
条
の

罰
金
刑
を
科
す
る
。

六
十
、
第
七
十
二
条
の
六
十
四
、
第
七
十
二
条
の
六
十
九
、
第
七
十
二
条
の
七
十
、
第
七
十
二
条
の
八
十
五
、
第

7

法
人
で
な
い
社
団
又
は
財
団
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
の
適
用
が

七
十
二
条
の
九
十
一
、
第
七
十
二
条
の
九
十
二
、
第
七
十
二
条
の
九
十
五
、
第
七
十
二
条
の
百
二
、
第
七
十
二
条

あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
代
表
者
又
は
管
理
人
が
そ
の
訴
訟
行
為
に
つ
き
当
該
法
人
で
な
い
社
団
又
は
財
団
で
代

の
百
九
第
一
項
、
第
七
十
二
条
の
百
十
、
第
七
十
三
条
の
九
、
第
七
十
三
条
の
十
一
、
第
七
十
三
条
の
十
九
、
第

表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
の
あ
る
も
の
を
代
表
す
る
ほ
か
、
法
人
を
被
告
人
又
は
被
疑
者
と
す
る
場
合
の
刑
事

七
十
三
条
の
三
十
、
第
七
十
三
条
の
三
十
七
、
第
七
十
三
条
の
三
十
八
、
第
七
十
四
条
の
八
第
一
項
、
第
七
十
四

訴
訟
に
関
す
る
法
律
の
規
定
を
準
用
す
る
。

条
の
十
五
、
第
七
十
四
条
の
十
八
第
一
項
、
第
七
十
四
条
の
二
十
三
、
第
七
十
四
条
の
二
十
四
第
三
項
及
び
第
四

（
特
別
法
人
事
業
税
及
び
特
別
法
人
事
業
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

項
、
第
七
十
四
条
の
二
十
八
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
七
十
四
条
の
二
十
九
第
一
項
、
第
七
十
八
条
、
第
八
十
条
、

第
七
条
特
別
法
人
事
業
税
及
び
特
別
法
人
事
業
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
一
年
法
律
第
四
号
）
の
一
部
を

第
八
十
五
条
、
第
八
十
六
条
、
第
九
十
条
、
第
九
十
一
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
九
十
五
条
、
第
九
十
六
条
、

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
四
十
四
条
の
十
二
、
第
百
四
十
四
条
の
十
七
、
第
百
四
十
四
条
の
十
九
、
第
百
四
十
四
条
の
二
十
二
、
第
百

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
者
は
」
を
「
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
忌

四
十
四
条
の
二
十
五
、
第
百
四
十
四
条
の
二
十
六
、
第
百
四
十
四
条
の
二
十
八
、
第
百
四
十
四
条
の
三
十
三
、
第

避
し
た
者
」
を
「
忌
避
し
た
と
き
。
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
提
出
し
た
者
」
を
「
提
出
し
た
と
き
。
」
に
改
め
、

百
四
十
四
条
の
三
十
七
、
第
百
四
十
四
条
の
三
十
九
、
第
百
四
十
四
条
の
四
十
一
、
第
百
四
十
四
条
の
四
十
七
、

同
項
第
三
号
中
「
者
又
は
」
を
「
と
き
、
又
は
」
に
、
「
し
た
者
」
を
「
し
た
と
き
。
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
四
条
の
四
十
八
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
百
四
十
四
条
の
五
十
二
、
第
百
四
十
四
条
の
五
十
三
、
第
百

第
二
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
十
五
条
第
三
項
中
「
若
し
く
は
第
三
項
」
を
「
、
第
三
項
若
し
く
は
第
五
項
」
に

四
十
九
条
、
第
百
五
十
二
条
第
一
項
、
第
百
五
十
四
条
第
一
項
、
第
百
五
十
七
条
、
第
百
六
十
六
条
第
一
項
及
び

改
め
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
損
壊
し
、
」
の
下
に
「
若
し
く
は
」
を
加
ス
、
「
又
は
そ
の
」
を
「
そ
の
」
に
、
「
を
し
た
」
第
三
項
、
第
百
七
十
一
条
、
第
百
七
十
二
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
百
七
十
六
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
百

を
「
を
し
、
又
は
そ
の
現
状
を
改
変
し
て
、
そ
の
財
産
の
価
額
を
減
損
し
、
若
し
く
は
そ
の
滞
納
処
分
に
係
る
滞
納
七
十
七
条
第
一
項
、
第
百
七
十
七
条
の
十
四
第
一
項
、
第
百
七
十
七
条
の
十
六
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
百
七
十

処
分
費
を
増
大
さ
せ
る
行
為
を
し
た
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
者
は
」
を
「
と
き
は
、
そ
の
相
手
方
と
し
て
そ
七
条
の
二
十
二
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
百
七
十
七
条
の
二
十
三
第
一
項
、
第
百
八
十
六
条
、
第
百
八
十
九
条
、

の

違

反

行

為

を

し

た

者

は

」

に

改

め

る

。

第

百

九

十

一

条

、

第

百

九

十

二

条

、

第

二

百

一

条

、

第

二

百

二

条

、

第

二

百

六

十

五

条

、

第

二

百

六

十

七

条

、

第

第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
者
は
」
を
「
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
し
二
百
七
十
二
条
、
第
二
百
七
十
八
条
、
第
二
百
七
十
九
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
二
百
八
十
一
条
、
第
二
百
八

た
者
」
を
「
し
た
と
き
。
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
同
条
」
を
「
帳
簿
書
類
（
同
条
」
に
、
「
の
検
査
」
を
「
を
い
十
六
条
、
第
二
百
八
十
七
条
、
第
二
百
九
十
九
条
第
一
項
、
第
三
百
一
条
、
第
三
百
十
七
条
の
四
第
一
項
、
第
三

う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
そ
の
他
の
物
件
の
検
査
」
に
、
「
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
そ
の
帳
簿
書
類
で
偽
り
の
記
百
十
七
条
の
七
、
第
三
百
二
十
四
条
、
第
三
百
二
十
八
条
の
十
一
、
第
三
百
二
十
八
条
の
十
二
第
三
項
及
び
第
四

載
若
し
く
は
記
録
を
し
た
も
の
を
提
示
し
た
者
」
を
「
又
は
忌
避
し
た
と
き
。
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
項
、
第
三
百
二
十
八
条
の
十
六
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
三
百
三
十
二
条
、
第
三
百
三
十
三
条
、
第
三
百
五
十
四

る

。

条

、

第

三

百

五

十

六

条

、

第

三

百

五

十

八

条

、

第

三

百

七

十

四

条

、

第

三

百

七

十

五

条

、

第

三

百

八

十

五

条

第

一

三
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
地
方
税
法
第
七
十
二
条
の
六
十
八
第
六
項
の
場
合
に
項
、
第
三
百
九
十
五
条
、
第
三
百
九
十
七
条
、
第
四
百
四
十
六
条
、
第
四
百
四
十
九
条
第
一
項
、
第
四
百
五
十
一

お
い
て
、
国
税
徴
収
法
第
百
四
十
一
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
行
う
都
道
府
県
の
徴
税
吏
員
の
物
件
の
提
示
又
は
条
、
第
四
百
六
十
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
四
百
六
十
三
条
の
三
、
第
四
百
六
十
三
条
の
四
第
三
項
及
び
第
四

提
出
の
要
求
に
対
し
、
正
当
な
理
由
が
な
く
こ
れ
に
応
じ
ず
、
又
は
偽
り
の
記
載
若
し
く
は
記
録
を
し
た
帳
簿
項
、
第
四
百
六
十
三
条
の
八
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
四
百
六
十
三
条
の
九
第
一
項
、
第
四
百
六
十
三
条
の
二
十

書
類
そ
の
他
の
物
件
（
そ
の
写
し
を
含
む
。
）
を
提
示
し
、
若
し
く
は
提
出
し
た
と
き
。
第
一
項
、
第
四
百
六
十
三
条
の
二
十
二
、
第
四
百
六
十
三
条
の
二
十
八
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
四
百
六
十
三
条

（

総

務

省

設

置

法

の

一

部

改

正

）

の

二

十

九

、

第

四

百

七

十

一

条

第

一

項

、

第

四

百

七

十

八

条

、

第

四

百

八

十

三

条

、

第

四

百

八

十

四

条

第

三

項

及

第
八
条
総
務
省
設
筐
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
び
第
四
項
、
第
四
百
八
十
五
条
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
四
百
八
十
五
条
の
五
第
一
項
、
第
五
百
二
十
六
条
、

附
則
第
二
条
第
一
項
中
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
第
七
号
を
第
六
号
第
五
百
二
十
八
条
、
第
五
百
三
十
条
、
第
五
百
三
十
六
条
、
第
五
百
三
十
七
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
五
百
四

と

す

る

。

十

二

条

、

第

五

百

四

十

三

条

、

第

五

百

八

十

九

条

第

一

項

、

第

五

百

九

十

一

条

、

第

六

百

四

条

第

一

項

及

び

第

三

附
則
第
四
条
第
一
項
中
「
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
、
」
を
「
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
及
び
」
に
項
、
第
六
百
九
条
、
第
六
百
十
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
六
百
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
六
百
十
五
条

改
め
、
「
及
び
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
九
号
）
附
則
第
十
四
条
第
二
項
の
規
第
一
項
、
第
六
百
七
十
五
条
、
第
六
百
七
十
七
条
、
第
六
百
八
十
二
条
、
第
六
百
八
十
八
条
、
第
六
百
八
十
九
条

定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
道
路
譲
与
税
法
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
六
百
九
十
一
条
、
第
六
百
九
十
六
条
、
第
六
百
九
十
七
条
、
第
七
百
条
の
五
十
七
、
第

（

昭

和

三

十

年

法

律

第

百

十

三

号

）

」

を

削

る

。

七

百

条

の

六

十

、

第

七

百

条

の

六

十

一

、

第

七

百

条

の

六

十

七

、

第

七

百

条

の

六

十

八

、

第

七

百

一

条

の

六

、

第
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第
二
条
地
方
税
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
の
二
第
二
項
中
「
は
、
」
の
下
に
「
送
達
す
べ
き
書
類
を
特
定
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
、
そ
の
送
達
を

受
け
る
べ
き
者
の
氏
名
及
び
」
を
加
え
、
「
送
達
す
べ
き
」
を
「
そ
の
」
に
、
「
を
地
方
団
体
の
掲
示
場
に
掲
示
し
て
行
一

う
」
を
「
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
公
示
事
項
」
と
い
う
。
）
を
総
務
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
不
特
定
多
数
の
者
＿

が
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
を
と
る
と
と
も
に
、
公
示
事
項
が
記
載
さ
れ
た
書
面
を
地
方
団
体
の
―

掲
示
場
に
掲
示
し
、
又
は
公
示
事
項
を
地
方
団
体
の
事
務
所
に
設
置
し
た
電
子
計
算
機
の
映
像
面
に
表
示
し
た
も
の
一

の
閲
覧
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
掲
示
一

を
め
た
」
を
「
同
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
開
始
し
た
」
に
改
め
る
。

i

第
三
十
四
条
第
一
項
第
十
号
の
二
中
「
こ
の
号
に
」
を
「
前
号
又
は
こ
の
号
に
」
に
、
「
こ
の
号
の
」
を
「
こ
れ
ら

の
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
九
条
第
一
項
第
四
号
イ
②
中
「
百
分
の
八
十
」
を
「
百
分
の
九
十
」
に
改
め
、
同
号
口
②
中
「
百
分
の

八
十
五
」
を
「
百
分
の
九
十
五
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
イ
②
中
「
百
分
の
八
十
」
を
「
百
分
の
九
十
」
に
改
め
、

同
号
口
②
中
「
百
分
の
八
十
五
」
を
「
百
分
の
九
十
五
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
イ
③
中
「
百
分
の
八
十
」
を
「
百

分
の
九
十
」
に
改
め
、
同
号
口
②
中
「
百
分
の
八
十
五
」
を
「
百
分
の
九
十
五
」
に
改
め
、
同
号
卜
②
中
「
平
成
二

十
七
年
度
以
降
の
各
年
度
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
（
第
三
項
及
び
第
百
五
十
七

条
に
お
い
て
「
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
と
い
う
。
）
に
百
分
の
百
十
五
」
を
「
令
和
七
年
度

以
降
の
各
年
度
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
（
第
四
項
及
び
第
百
五
十
七
条
に
お
い

て
「
令
和
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
と
い
う
。
）
に
百
分
の
百
五
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
の
表
第
四
号

ィ
②
の
項
中
「
百
分
の
八
十
」
を
「
百
分
の
九
十
」
に
、
「
百
分
の
百
七
十
三
」
を
「
百
分
の
百
九
十
四
」
に
改
め
、

同
表
第
四
号
口
②
の
項
中
「
百
分
の
八
十
五
」
を
「
百
分
の
九
十
五
」
に
、
「
百
分
の
百
八
十
四
」
を
「
百
分
の
二
百

五
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
を
「
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効

率
で
あ
っ
て
平
成
二
十
七
年
度
以
降
の
各
年
度
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
（
次
項

に
お
い
て
「
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
項
の
表
第
四
号
イ
②
の
項

中
「
百
分
の
八
十
」
を
「
百
分
の
九
十
」
に
、
「
百
分
の
百
十
六
」
を
「
百
分
の
百
三
十
」
に
改
め
、
同
表
第
四
号
ロ

②
の
項
中
「
百
分
の
八
十
五
」
を
「
百
分
の
九
十
五
」
に
、
「
百
分
の
百
二
十
三
」
を
「
百
分
の
百
三
十
八
」
に
改
め
、

同
表
第
五
号
イ
②
の
項
中
「
百
分
の
八
十
」
を
「
百
分
の
九
十
」
に
、
「
百
分
の
百
十
六
」
を
「
百
分
の
百
三
十
」
に

改
め
、
同
表
第
五
号
口
②
の
項
中
「
百
分
の
八
十
五
」
を
「
百
分
の
九
十
五
」
に
、
「
百
分
の
百
二
十
三
」
を
「
百
分

の
百
三
十
八
」
に
改
め
、
同
表
第
六
号
イ
②
の
項
中
「
百
分
の
八
十
」
を
「
百
分
の
九
十
」
に
、
「
百
分
の
百
十
六
」

を
「
百
分
の
百
三
十
」
に
改
め
、
同
表
第
六
号
口
②
の
項
中
「
百
分
の
八
十
五
」
を
「
百
分
の
九
十
五
」
に
、
「
百
分

の
百
二
十
三
」
を
「
百
分
の
百
三
十
八
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
前
三
項
」
を
「
前
各
項
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

4

第
一
項
（
第
六
号
卜
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
令
和
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
を
算
定
す

る
方
法
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
を
算
定
し
て
い
な
い
自
動
車
で
あ
っ

て
、
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
を
算
定
す
る
方
法
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
を
算
定
し
て
い
る
自
動
車
（
第
百
五
十
七
条
第
六
項
に
お
い
て
「
平
成
二
十
七
年
度
基
準

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
算
定
自
動
車
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
卜
②
中
「
令

和
七
年
度
以
降
の
各
年
度
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
（
第
四
項
及
び
第
百
五
十

七
条
に
お
い
て
「
令
和
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
と
い
う
。
）
に
百
分
の
百
五
」
と
あ
る
の
は
、
「
平
成

二
十
七
年
度
以
降
の
各
年
度
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
に
百
分
の
百
十
五
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
五
十
七
条
第
一
項
中
「
又
は
第
三
項
」
を
「
か
ら
第
四
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
イ
②
中
「
百
分
の

七
十
」
を
「
百
分
の
八
十
」
に
改
め
、
同
号
口
②
中
「
百
分
の
八
十
」
を
「
百
分
の
八
十
五
」
に
改
め
、
同
項
第
二

号
イ
②
中
「
百
分
の
七
十
」
を
「
百
分
の
八
十
」
に
改
め
、
同
号
口
図
中
「
百
分
の
八
十
」
を
「
百
分
の
八
十
五
」

に
改
め
、
同
項
第
三
号
イ
②
中
「
百
分
の
七
十
」
を
「
百
分
の
八
十
」
に
改
め
、
同
号
口
②
中
「
百
分
の
八
十
」
を

「
百
分
の
八
十
五
」
に
改
め
、
同
号
卜
②
中
「
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百
十
を
乗

じ
て
得
た
数
値
」
を
「
令
和
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
又
は
第
五
項
」
を

「
か
ら
第
六
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
イ
②
中
「
百
分
の
六
十
」
を
「
百
分
の
七
十
」
に
改
め
、
同
号
口
②

中
「
百
分
の
七
十
」
を
「
百
分
の
七
十
五
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ
②
中
「
百
分
の
六
十
」
を
「
百
分
の
七
十
」

に
改
め
、
同
号
口
③
中
「
百
分
の
七
十
」
を
「
百
分
の
七
十
五
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
イ
③
中
「
百
分
の
六
十
」

を
「
百
分
の
七
十
」
に
改
め
、
同
号
口
②
中
「
百
分
の
七
十
」
を
「
百
分
の
七
十
五
」
に
改
め
、
同
号
ホ
②
中
「
平

成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百
五
」
を
「
令
和
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百

分
の
九
十
五
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
又
は
第
五
項
」
を
「
か
ら
第
六
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
の
表

第
一
項
第
一
号
イ
②
の
項
中
「
百
分
の
七
十
」
を
「
百
分
の
八
十
」
に
、
「
百
分
の
百
五
十
こ
を
「
百
分
の
百
七
十

三
」
に
改
め
、
同
表
第
一
項
第
一
号
口
②
の
項
中
「
百
分
の
八
十
」
を
「
百
分
の
八
十
五
」
に
、
「
百
分
の
百
七
十
三
」

を
「
百
分
の
百
八
十
四
」
に
改
め
、
同
表
第
二
項
第
一
号
イ
②
の
項
中
「
百
分
の
六
十
」
を
「
百
分
の
七
十
」
に
、
「
百

分
の
百
三
十
」
を
「
百
分
の
百
五
十
こ
に
改
め
、
同
表
第
二
項
第
一
号
口
図
の
項
中
「
百
分
の
七
十
」
を
「
百
分

の
七
十
五
」
に
、
「
百
分
の
百
五
十
一
」
を
「
百
分
の
百
六
十
二
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
の
表
第
一
項
第
一
号
イ
③

の
項
中
「
百
分
の
七
十
」
を
「
百
分
の
八
十
」
に
、
「
百
分
の
百
二
」
を
「
百
分
の
百
十
六
」
に
改
め
、
同
表
第
一
項

第
一
号
口
③
の
項
中
「
百
分
の
八
十
」
を
「
百
分
の
八
十
五
」
に
、
「
百
分
の
百
十
六
」
を
「
百
分
の
百
二
十
三
」
に

改
め
、
同
表
第
一
項
第
二
号
イ
②
の
項
中
「
百
分
の
七
十
」
を
「
百
分
の
八
十
」
に
、
「
百
分
の
百
二
」
を
「
百
分
の

百
十
六
」
に
改
め
、
同
表
第
一
項
第
二
号
口
②
の
項
中
「
百
分
の
八
十
」
を
「
百
分
の
八
十
五
」
に
、
「
百
分
の
百
十

六
」
を
「
百
分
の
百
二
十
三
」
に
改
め
、
同
表
第
一
項
第
三
号
イ
②
の
項
中
「
百
分
の
七
十
」
を
「
百
分
の
八
十
」

に
、
「
百
分
の
百
二
」
を
「
百
分
の
百
十
六
」
に
改
め
、
同
表
第
一
項
第
三
号
口
③
の
項
中
「
百
分
の
八
十
」
を
「
百

分
の
八
十
五
」
に
、
「
百
分
の
百
十
六
」
を
「
百
分
の
百
二
十
三
」
に
改
め
、
同
表
第
二
項
第
一
号
イ
②
の
項
中
「
百

分
の
六
十
」
を
「
百
分
の
七
十
」
に
、
「
百
分
の
八
十
七
」
を
「
百
分
の
百
二
」
に
改
め
、
同
表
第
二
項
第
一
号
口
③

の
項
中
「
百
分
の
七
十
」
を
「
百
分
の
七
十
五
」
に
、
「
百
分
の
百
二
」
を
「
百
分
の
百
九
」
に
改
め
、
同
表
第
二
項

第
二
号
イ
②
の
項
中
「
百
分
の
六
十
」
を
「
百
分
の
七
十
」
に
、
「
百
分
の
八
十
七
」
を
「
百
分
の
百
二
」
に
改
め
、

同
表
第
二
項
第
二
号
口
②
の
項
中
「
百
分
の
七
十
」
を
「
百
分
の
七
十
五
」
に
、
「
百
分
の
百
二
」
を
「
百
分
の
百
九
」

に
改
め
、
同
表
第
二
項
第
三
号
イ
②
の
項
中
「
百
分
の
六
十
」
を
「
百
分
の
七
十
」
に
、
「
百
分
の
八
十
七
」
を
「
百

分
の
百
二
」
に
改
め
、
同
表
第
二
項
第
三
号
口
②
の
項
中
「
百
分
の
七
十
」
を
「
百
分
の
七
十
五
」
に
、
「
百
分
の
百

二
」
を
「
百
分
の
百
九
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

6

第
一
項
（
第
三
号
卜
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
二
項
（
第
三
号
ホ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
平

成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
算
定
自
動
車
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項

第
三
号
卜
②
中
「
令
和
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
で
あ

つ
て
平
成
二
十
七
年
度
以
降
の
各
年
度
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
（
次
項
第
三

号
ホ
②
に
お
い
て
「
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
と
い
う
。
）
に
百
分
の
百
十
を
乗
じ
て
得
た

数
値
」
と
、
第
二
項
第
三
号
ホ
③
中
「
令
和
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
九
十
五
」
と
あ
る
の

は
「
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百
五
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
第
十
号
の
二
中
「
こ
の
号
に
」
を
「
前
号
又
は
こ
の
号
に
」
に
、
「
こ
の
号
の
」
を
「
こ

れ
ら
の
」
に
改
め
る
。

第
四
百
五
十
一
条
第
一
項
第
一
号
口
中
「
百
分
の
七
十
」
を
「
百
分
の
七
十
五
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号

口
中
「
百
分
の
六
十
」
を
「
百
分
の
七
十
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
の
表
第
一
項
第
一
号
口
の
項
中
「
百
分
の
七
十
」

を
「
百
分
の
七
十
五
」
に
、
「
百
分
の
百
五
十
こ
を
「
百
分
の
百
六
十
二
」
に
改
め
、
同
表
第
二
項
第
一
号
口
の
項

中
「
百
分
の
六
十
」
を
「
百
分
の
七
十
」
に
、
「
百
分
の
百
三
十
」
を
「
百
分
の
百
五
十
一
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項

中
「
百
分
の
七
十
」
を
「
百
分
の
七
十
五
」
に
、
「
百
分
の
百
二
」
を
「
百
分
の
百
九
」
に
、
「
百
分
の
六
十
」
を
「
百

分
の
七
十
」
に
、
「
百
分
の
八
十
七
」
を
「
百
分
の
百
二
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
二
条
の
二
の
十
第
二
項
を
削
る
。

附
則
第
十
二
条
の
二
の
十
一
第
一
項
中
「
又
は
第
三
項
」
を
「
か
ら
第
四
項
ま
で
」
に
、
「
又
は
第
五
項
」
を
「
か

ら
第
六
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
二
条
の
二
の
十
二
中
「
又
は
第
五
項
」
を
「
か
ら
第
六
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
中
「
軽
油
自
動
車
」
を
「
第
百
四
十
九
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
軽
油

自
動
車
（
次
項
第
六
号
及
び
第
三
項
第
三
号
に
お
い
て
「
軽
油
自
動
車
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。
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虹
「
律
第
戸
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

外
（
地
方
税
法
の
一
部
改
正
）

号
第
一
条
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
の
二
第
七
項
中
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
第
二
号
中
「
又
は
」
を
「
若
し

く
は
偽
り
の
答
弁
を
し
、
」
に
、
「
忌
避
し
た
」
を
「
忌
避
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
物
件
の
提
示
若
し
く
は
提
出

の
要
求
に
対
し
、
正
当
な
理
由
が
な
く
こ
れ
に
応
じ
ず
、
若
し
く
は
偽
り
の
記
載
若
し
く
は
記
録
を
し
た
帳
簿
書
類

（
そ
の
作
成
又
は
保
存
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の

を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
作
成
又
は
保
存
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含

む
。
同
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
そ
の
他
の
物
件
（
そ
の
写
し
を
含
む
。
）
を
提
示
し
、
若
し
く
は
提
出
し
た
」
に
改
め
、

同
条
第
十
項
中
「
又
は
」
を
削
り
、
「
検
査
さ
せ
る
」
を
「
検
査
さ
せ
、
当
該
物
件
（
そ
の
写
し
を
含
む
。
）
の
提
示
若

し
く
は
提
出
を
求
め
さ
せ
、
又
は
当
該
調
査
に
お
い
て
提
出
さ
れ
た
物
件
を
留
め
置
か
せ
る
」
に
改
め
、
同
条
第
十

一
項
中
「
又
は
検
査
」
を
「
、
検
査
又
は
提
示
若
し
く
は
提
出
の
要
求
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
の
六
の
二
第
三
項
の
表
第
十
五
条
の
二
第
九
項
第
二
号
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

報 28 

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

第十七条の五第六項中「第七十一条の十四第五項、第七十一条の三十五第六項、第七十一条の五

十五第六項、第七十二条の四十六第五項（第一号に係る部分に限る。）、第七十四条の二十三第五項、

第九十条第五項、第百四十四条の四十七第五項、第百七十一条第五項、第二百七十八条第五項、第

三百二十八条の十一第五項、第四百六十三条の三第五項、第四百八十三条第五項、第五百三十六条

第五項、第六百九条第五項、第六百八十八条第五項、第七百一条の十二第五項、第七百一条の六十

一第五項、第七百二十一条第五項又は第七百三十三条の十八第六項」を「第七十一条の十四第六項、

第七十一条の三十五第七項、第七十一条の五十五第七項、第七十二条の四十六第六項（第一号に係

る部分に限る。）、第七十四条の二十三第六項、第九十条第六項、第百四十四条の四十七第六項、第

百七十一条第六項、第二百七十八条第六項、第三百二十八条の十一第六項、第四百六十三条の三第

六項、第四百八十三条第六項、第五百三十六条第六項、第六百九条第六項、第六百八十八条第六項、

第七百一条の十二第六項、第七百一条の六十一第六項、第七百二十一条第六項又は第七百三十三条

の十八第七項」に改める。

雰
二五
号条
の

開

言
又 闊 斎は

旦
の の

> 胃塁の

塁 に
お よ よ
い に

虐査
る

て よ

同し る

喜員又 悶のは
旦
の

塁の
塁 の例
の に
例 よ
に り
よ ， i 条
悶i 

の

塁
の
例

の に

御

名

御

璽

岸
田

文
雄

第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
中
「
者
は
」
を
「
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
中
「
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
の
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以

下
こ
の
款
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
第
四
号
イ
中
「
法
人
税
額
」
の
下
に
「
（
各
対
象
会
計
年
度
（
法
人
税
法
第
十
五
条
の
二
に
規

定
す
る
対
象
会
計
年
度
を
い
う
。
）
の
国
際
最
低
課
税
額
（
同
法
第
八
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
国
際
最
低
課

税
額
を
い
う
。
）
に
対
す
る
法
人
税
の
額
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
「
第
七
項
、
第
八
項
及
び
第
十
一
項
」
を
「
第
七
項
か

ら
第
九
項
ま
で
及
び
第
十
二
項
」
に
改
め
、
同
号
口
中
「
第
七
項
、
第
八
項
及
び
第
十
一
項
」
を
「
第
七
項
か
ら
第

九
項
ま
で
及
び
第
十
二
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
者
は
」
を
「
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
忌

避
し
た
者
」
を
「
忌
避
し
た
と
き
。
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
提
出
し
た
者
」
を
「
提
出
し
た
と
き
。
」
に
改
め
、

同
項
第
三
号
中
「
者
又
は
」
を
「
と
き
、
又
は
」
に
、
「
し
た
者
」
を
「
し
た
と
き
。
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
第
一
項
中
「
に
よ
っ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
、
「
者
は
」
を
「
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
、
「
罰
金
刑
」
を
「
刑
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
に

お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
所
得
割
の
課
税
標
準
）
」
を
付
し
、
同
条
第
二
項

中
「
に
よ
っ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
八
項
」
の
下
に
「
及
び
次
条
第
一
項
」
を
加
え
、
「
に

よ
っ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
た
だ
し
書
中
「
に
よ
っ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
第
七

項
中
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
に
よ
っ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
第
十

項
中
「
う
め
ら
れ
た
」
を
「
埋
め
ら
れ
た
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
所
得
割
の
納
税
義
務
者
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
者
（
特
定
非
常
災
害
の
被

害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
八
十
五
号
）
第
二
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
非
常
災
害
と
し
て
指
定
さ
れ
た
非
常
災
害
（
第
五
項
に
お
い
て
「
特
定
非
常
災
害
」

と
い
う
。
）
に
係
る
同
条
第
一
項
の
特
定
非
常
災
害
発
生
日
の
属
す
る
年
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
特

定
非
常
災
害
発
生
年
」
と
い
う
。
）
の
年
分
の
所
得
税
に
つ
き
青
色
申
告
書
を
提
出
し
て
い
る
者
に
限
る
。
）
が
特
定

非
常
災
害
発
生
年
純
損
失
金
額
（
そ
の
者
の
当
該
特
定
非
常
災
害
発
生
年
に
お
い
て
生
じ
た
前
条
第
八
項
の
純
損

失
の
金
額
を
い
う
。
）
又
は
被
災
純
損
失
金
額
（
所
得
税
法
第
七
十
条
の
二
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
被
災
純
損

失
金
額
を
い
い
、
当
該
特
定
非
常
災
害
発
生
年
に
お
い
て
生
じ
た
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

を
有
す
る
場
合
に
は
、
当
該
特
定
非
常
災
害
発
生
年
純
損
失
金
額
又
は
当
該
被
災
純
損
失
金
額
の
生
じ
た
年
の
末

日
の
属
す
る
年
度
の
翌
々
年
度
以
後
五
年
度
内
の
各
年
度
分
の
個
人
の
道
府
県
民
税
に
係
る
前
条
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
同
条
第
八
項
中
「
純
損
失
の
金
額

0

と
あ
る
の
は
「
純
損
失
の
金
額
で
特
定
非
常
災
害
発
生
年

純
損
失
金
額
（
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
非
常
災
害
発
生
年
純
損
失
金
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
及
び
被
災
純
損
失
金
額
（
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
災
純
損
失
金
額
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

以
外
の
も
の

0

と
、
「
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
を
除
く
。
）
並
び
に
当
該
納
税
義
務
者
の
前
年
前
五
年
間
に
お

い
て
生
じ
た
特
定
非
常
災
害
発
生
年
純
損
失
金
額
（
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
前
年
前
に
お
い
て
控
除
さ
れ
た
も
の

を
除
く
。
）
」
と
、
同
条
第
九
項
中
「
純
損
失
の
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
純
損
失
の
金
額
で
被
災
純
損
失
金
額
以
外

の
も
の
」
と
、
「
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
で
政
令
で
定
め
る
も
の
及
び
当
該
納
税
義
務
者
の
前
年

前
五
年
内
に
お
い
て
生
じ
た
被
災
純
損
失
金
額
（
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
前
年
前
に
お
い
て
控
除
さ
れ
た
も
の
を

除
く
。
）
」
と
す
る
。

一
事
業
資
産
特
定
災
害
損
失
額
（
所
得
税
法
第
七
十
条
の
二
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
事
業
資
産
特
定
災
害

損
失
額
を
い
う
。
）
の
当
該
納
税
義
務
者
の
有
す
る
事
業
用
固
定
資
産
（
同
項
第
三
号
に
規
定
す
る
事
業
用
固
定

資
産
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
そ
の
者
の
営
む
事
業
所
得
を
生
ず
べ
き
事
業
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の

の
価
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
金
額
に
相
当
す
る
金
額
の
合
計
額
の
う
ち
に
占
め
る
割
合
が
十
分
の
一
以
上
で

あ
る
こ
と
。
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議案第83号

茅ヶ崎市立小学校及び中学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災

害補償に関する条例の一部を改正する条例について

1 提案の理由

公立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償の基準を定める政令の

改正に伴い、学校医等の公務災害に対する介護補償の額を改めるため提案する。

2 根拠法規

公立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する法律（昭和 3

2年法律第14 3号）第4条第 1項

3 条例の概要

(1)介護補償の額を引き上げることとした。 （第 12条関係）

(2) この条例は、公布の日から施行することとし、所要の経過措置を設けることとした

゜
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茅ヶ崎市立小学校及び中学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例

の一部を改正する条例新旧対照表

改 正 後

（介護補償）

第12条略

改

（介護補償）

第12条略

正 前

2 介護補償は、月を単位として行うものとし、そ I2 介護補償は、月を単位として行うものとし、そ
の額は、 1月につき、次の各号に掲げる区分に応

じ、それぞれ当該各号に定める額とする。

(1)介護補償に係る障害（障害の程度に変更があ

った場合は、その月における最初の変更の前の

障害。第3号において同じ。）が常時介護を要

する程度の障害として教育委員会規則で定める

ものに該当する場合（次号において「常時介護

を要する場合」という。）において、その月に

介護に要する費用を支出して介護を受けた日が

あるとき（同号に掲げるときを除く。） その

月における介護に要する費用として支出された

額（その額が18 6, 0 5 0円を超えるときは

、18 6, 0 5 0円）

(2)略

(3)介護補償に係る障害が随時介護を要する程度

の障害として教育委員会規則で定めるものに該

当する場合（次号において「随時介護を要する

場合」という。）において、その月に介護に要

する費用を支出して介護を受けた日があるとき

（同号に掲げるときを除く。） その月におけ

る介護に要する費用として支出された額（その

額が92, 9 8 0円を超えるときは、 92, 9 

旦）

(4)略

の額は、 1月につき、次の各号に掲げる区分に応

じ、それぞれ当該各号に定める額とする。

(1)介護補償に係る障害（障害の程度に変更があ

った場合は、その月における最初の変更の前の

障害。第3号において同じ。）が常時介護を要

する程度の障害として教育委員会規則で定める

ものに該当する場合（次号において「常時介護

を要する場合」という。）において、その月に

介護に要する費用を支出して介護を受けた日が

あるとき（同号に掲げるときを除く。） その

月における介護に要する費用として支出された

額（その額が 17 7, 9 5 0円を超えるときは

、17 7, 9 5 0円）

(2)略

(3)介護補償に係る障害が随時介護を要する程度

の障害として教育委員会規則で定めるものに該

当する場合（次号において「随時介護を要する

場合」という。）において、その月に介護に要

する費用を支出して介護を受けた日があるとき

（同号に掲げるときを除く。） その月におけ

る介護に要する費用として支出された額（その

額が88, 9 8 0円を超えるときは、 88, 9 

80円）

(4)略
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茅ヶ崎市立小学校及び中学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関す

る条例の一部を改正する条例参照条文

0公立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する法律

（補償の範囲、金額、支給方法等）

第阻粂前条各号の補償の範囲、金額及び支給方法その他補償に し必要な事項は、政令で定める基準

に従い、地方公共団体の条例で定める。

旦前項の規定により政令で基準を定める場合には、政府は、国家公務ク災害補償法（昭和二十六年法

律 百九十一号）の規定を参しやくするとともに、前条各号の補償が 同一の学歴及び医師、歯科医

師又は薬剤師としての経験数を有する常勤の国 公務 で職務上医師、歯科医師又は薬剤師として

の業務に従事する者の公務上の災害に対し同法により行われる同種の補償と おおむね同程度のもの

となるようにこれを定めなければならない。

0公立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償の基準を定める政令（公

立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償の基準を定める政令の一部

を改正する政令（令和7年政令第268号）の規定による改正前のもの）

（介護補償）

第六条の二 介護補償は、傷病補償又は障害補償を受ける権利を有する学校医等が、当該傷病補償又は

障害補償の補償の事由となった障害であって文部科学省令で定める障害に該当するものにより、常時

又は随時介護を要する状態にあり、かつ、常時又は随時介護を受けている場合に、当該学校医等に対

して、当該介護を受けている期間、次項に定める金額を支給して行うものとする。ただし、次に掲げ

る場合には、その入院し、又は入所している期間については、介護補償は、行わない。

ー 病院又は診療所に入院している場合

二 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成十七年法律第百二十三号）

第五条第十一項に規定する障害者支援施設（次号において「障害者支援施設」という。）に入所し

ている場合（同条第七項に規定する生活介護（同号において「生活介護」という。）を受けている

場合に限る。）

三 障害者支援施設（生活介護を行うものに限る。）に準ずる施設として文部科学大臣が定めるもの

に入所している場合

旦介護補償は、月を単立として行うものとし、その額は、一月につき、次の各号に掲げる区分に応じ

、それぞれ当該各号に定める額とする。

二介護補償に係る障害（障害の程度に変更があった場合は、その月における最初の変更の前の障害

。 三号において同じ。）が常時介護を要する程度の障害として文部科学／‘令で定めるものに該当

する場合（次号において「常時介護を要する場合」という。）において、その月に介護に要する費

用を支出して介護を受けた日があるとき（同号に掲げるときを除く。） その月における介護に要

する費用として支出された額（その額が十七万七千九百五十円を超えるときは、十七万七千九百五

十円）

二 常時介護を要する場合において、その月（新たに介護補償を行うべき事由が生じた月を除く。以

下この号及び第四号において同じ。）に親族又はこれに準ずる者による介護を受けた日があるとき

（その月に介護に要する費用を支出して介護を受けた日がある場合にあっては、当該介護に要する

費用として支出された額が八万五千四百九十円以下である場合に限る。） 八万五千四百九十円

二介護補償に係る障害が随時介護を要する程度の障害として文部科学省令で定めるものに該当する

場合（次号において「随時介護を要する場合」という。）において、その月に介護に要する費用を

支出して介護を受けた日があるとき（同号に掲げるときを除く。） その月における介護に要する

費用として支出された額（その額が八万八千九百八十円を超えるときは、八万八千九百八十円）

四 随時介護を要する場合において、その月に親族又はこれに準ずる者による介護を受けた日があ

るとき（その月に介護に要する費用を支出して介護を受けた日がある場合にあっては、当該介護

に要する費用として支出された額が四万二千七百円以下であるときに限る。） 四万二千七百円
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公
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
七
年
七
月
二
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

政
令
第
二
百
六
十
八
号

公
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令

内
閣
は
、
公
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二

年
法
律
第
百
四
十
三
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

公
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
（
昭
和
三
十
二
年

政
令
第
二
百
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
の
二
第
二
項
第
一
号
中
「
十
七
万
七
千
九
百
五
十
円
」
を
「
十
八
万
六
千
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号

中
「
八
万
八
千
九
百
八
十
円
」
を
「
九
万
二
千
九
百
八
十
円
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

1

こ
の
政
令
は
、
令
和
七
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

2

改
正
後
の
第
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
介
護
補

償
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
介
護
補
償
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

文
部
科
学
大
臣
阿
部
俊
子

内

閣

総

理

大

臣

石

破

茂

御

名

御

璽

石

破

茂




